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要旨 

 

 

 本研究では、高等学校の生物教育における主体的・対話的で深い学びに着目し、生徒が学習内容を「自

分ごと」として捉える学びを実現するための実践を行った。また、生徒が学習内容を「自分ごと」として

捉える学びを「生徒が自発的に疑問をもつような学び」「生徒が自分の考えを変化させたり、深めたりす

る学び」・「自分と生物の関係を意識し続ける学び」の３つと捉え、これらを意識した授業を実践し、その

効果を分析・検討することを目的とした。 

 実践では、熊本県立A高等学校における「生物基礎」「生物」の授業を通して３つの実践を行い、それ

ぞれの実践において生徒が学習内容を「自分ごと」と捉えるための方策を計画・実践した。 

 実践①では「生徒が自分の考えを変化させたり、深めたりする学び」を意識し、生徒の考えや問いを自

分の経験や意志決定につなげる授業を行った。ここでは「ゲノム編集技術」の利用について３時間の授業

を構成し、各授業において「ゲノム編集技術」の利用に対する自分の考えを述べる活動を行った。１時間

目では「食品」、２時間目では「ヒト」、３時間目では「自分の子ども」とゲノム編集技術のかかわり方に

ついて考えたが、３時間目になるにつれて慎重な意見が増えた。この結果から、３時間を通して学習した

内容や情報が増えたため、生徒が自分の持っていた考えや問いを見つめなおし、変化させたことが分かっ

た。生徒が自分の意見を見つめなすためには、調べ学習や教師からの資料の提示などによって様々な視点

からの情報をもとに自分の考えや問いを吟味することが大切であると考えた。実践②では「生徒が自発

的に疑問をもつような学び」を意識し、生徒が学習する意味を見出す授業を行った。３つの学習内容につ

いて、教科書の内容に沿った授業展開で実践し、最後に疑問に思ったことをワークシートに記述する活

動を行った。生徒が学習する意味を見出していると分かる結果は得られなかったが、生徒の疑問を引き出

すことができ、その中でも教師が提示した資料や生徒同士の話し合いによって生まれた疑問が多かった。

生徒が自発的に疑問をもつためには、生徒が自分の考えを共有するための話し合いが大切であり、その

ために教師が資料を提示したり、生徒自身で資料の理解を深めたりすることが重要であるということが

分かった。実践③では「自分と生物の関係を意識し続ける学び」を意識し、生徒が学習内容に対して自分

にとっての価値づけ・意味付けをする授業を行った。本実践の単元である「ヒトのからだの調節 情報の

伝達と体内環境の維持」は生徒自身の経験や実感に結び付けやすく、「自分ごと」と捉えやすい学習内容

であった。８時間分の授業を行ったが、分析では３時間分の授業を抜粋した。結果から、単元の特徴を生

かして、生徒の経験を振り返る活動や、生徒が体を使って実感できる活動、生徒の理解したことや考えを

様々な方法で表現する活動など、「自分ごと」と捉えやすい学習内容という特徴を生かして教師が様々な

活動を取り入れ、生徒の興味・関心や授業に対する積極性を引き出し続けることが大切であると考えた。 



 本研究では生徒に疑問を考えさせる活動を取り入れたが、生徒の疑問を生かした授業を行うことがで

きなかった。生徒が授業に対して主体的に取り組み続けるためには、生徒の疑問を授業に反映させること

が大切であり、生徒の視点をもって授業づくりを行うことができると考えた。生徒が考えや問いをもつこ

との重要性について本研究で分析することができたが、これらを授業に反映させる方策について検討す

る必要がある。また、本研究では授業ごとの工夫を考えることができたが、各授業のつながりや単元全体

の流れを意識した授業を行うことができなかった。本研究の目的でもある「生徒が自発的に疑問をもつ

ような学び」「生徒が自分の考えを変化させたり、深めたりする学び」・「自分と生物の関係を意識し続ける

学び」について、単元全体を通してこれらを組み込む必要があると考えた。また、このことについて高等

学校生物に当てはめ、具体的に検討していく必要がある。
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第 1章 研究の背景と目的 

 

1.1 研究背景 

 近年の予測困難な社会を生きるために、現在の教育では「生きる力」をはぐくむことが重要視されてい

る。中央教育審議会答申概要（平成 28 年 12 月 21 日）では「社会で生きて働く知識や力を育むために、

子供たちが「何を学ぶか」という学習内容の在り方に加えて、「どのように学ぶか」という、学びの過程

に着目してその質を高めることにより、学習内容を深く理解し、資質・能力を身に付け、生涯にわたって

能動的（アクティブ）に学び続けるようにしていくことが重要である。「どのように学ぶか」の鍵となる

のがアクティブ・ラーニングの視点、すなわち子供たちの「主体的・対話的で深い学び」をいかに実現す

るかという学習・指導改善の視点である。」1)と述べられており、「生きる力」を育むための教育において

「主体的・対話的で深い学び」の必要性を示している。 

また、高等学校学習指導要領（平成 30年告示）解説理科編の「2 改訂の基本方針 ・（3）「主体的・対

話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進」において、「生徒にとって政治や社会が一層身近なも

のとなる中，高等学校においては，生徒一人一人に社会で求められる資質・能力を育み，生涯にわたって

探究を深める未来の創り手として送り出していくことが，これまで以上に重要となっている。」2）と述べ

られており、現在の高等学校では、小中学校と同様に「主体的・対話的で深い学び」が強調されているこ

とが分かる。 

 ・「主体的・対話的で深い学び」について、静岡県の教育委員会は「令和版・自分ごと（自分の事）とし

て学ぶ子供」において、「主体的に学ぶ姿勢を養い、「生きる力」を育んでいくためには、学習の内容や活

動を自分の事として捉え、人生や社会、生活等と関連付けたり他者と関わったりしながら学びを深めてい

く「自分ごと（自分の事）としての学び」が大切になります。」3）と述べており、学びの過程について図

2-1 を用いて示していた。 

 

図 1-1 学びを調整する・学びの実感を積み重ねる 

「令和版・自分ごと（自分の事）として学ぶ子供」（静岡県教育委員会）より抜粋 
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このように、現在の教育課程では、他者との協働の中で自ら課題を見つけて解決したり、生徒の学びを

社会や自分の人生に関連付けたりすることが重視されている。そこで、本研究では高校生物における主

体的・対話的で深い学びの実現に注目し、「自分ごととして学習内容を捉える学び」ができたら、主体的

な学びにつながるのではないかと考えた。 

 

 

1.2 研究目的 

 本研究では、高等学校の生物教育における主体的・対話的で深い学びに着目し、主体的な学びを「自分

ごととして学習内容を捉える学び」と考え、「生徒が自発的に疑問をもつような学び」「生徒が自分の考え

を変化させたり、深めたりしながら、自分と生物の関係を意識し続ける学び」を実現するための方策を明

らかにする。 

 

 

1.3 研究方法 

 本研究においては、高等学校「生物基礎」「生物」の学習を対象にして、生徒が「自分ごと」として学

習を捉えるようにするような学びの実現を目指して、以下のような展開で実践研究を進めた。 

①学びを「自分ごと」とらえるための理論的研究 

②学びを「自分ごと」と捉えるための教材研究と授業設計 

③「生物基礎」「生物」における授業実践 

④授業実践の省察と課題の抽出 

上記の手順について本書では、①を第２章、②・③を第３章、④を第４章で扱う。 
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第２章 研究のための理論 

 

2.1「自分ごと」と捉えるための授業の流れ 

 静岡県教育委員会は「自分ごと」として考えることができた生徒の様子として３つの子どもの姿を例と

して述べていた。３つの例とは、「興味・関心を持ち、既有の資質・能力や学習に関わる経験などを働か

せながら、学びの対象に対して自分なりの問いを持ったり考えを深めたりしている。」「・「個別最適な学び」

と「協働的な学び」を繰り返しながら様々な考えに触れ、自らの問いや考えを広げたり深めたりしてい

る。」「自らが学習方法を計画したり、決定したり、振り返ったりしながら学んだことと人生や社会、生活

等とのつながりに気付き、新たな問いや考えを持っている。」3)である。この３つの生徒の姿から、生徒が

「問い」をもつこと、「考え」を持つこと・深めることが、生徒が学習内容を自分ごとと考えるためのキ

ーワードになると考えた。上記の内容をもとに、本研究では・「 自分ごと”と捉えることができる授業展開」

（図 2-1）で主体的な学びを導く流れを考えた。 

 

 

図 2-1 「自分ごと」と捉えることができる授業展開 

 

まず、導入で学習の動機付けを行い、学習の意味を見出すような内容にする。そのために、生徒自身の

経験や知識を振り返り、考えや問いを持たせるようにする。次に、展開において新たな視点や価値観を得

て、得た情報に対して生徒自身にとっての価値づけ・意味付けをする。そのために、教師や教材等から新

たな情報を得たり、生徒同士の対話の時間をつくる。 
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図 2-2  自分ごと”と捉えることができる授業展開 

 

また図 2-2 で示すように、導入・展開・まとめの各プロセスにおいて、自分の考えを見つめなおした

り、自分の問いなおす活動を取り入れることで、生徒が学習内容を「自分ごと」と考えることができ「学

びの深まり」につながるのではないかと考えた。 

 

 

2.2・ 導入の工夫 

 佐久間（2022）は、学習内容と日常生活との関係性を生徒に意識させるために、単元の導入時と終末

において SDGs の視点を持たせるための活動を行い、生徒のワークシートにおける記述の変化を分析す

る研究を行っていた。実践を通して「日常生活と関連付けることの必要性を認識させて動機付けを行うこ

とで，より積極的に取り組めるようにし，記述内容をより具体化させていきたい。」4)と述べていたこと

から、ただ日常生活と関連付けるだけでなく、関連性と学習の動機付けとして授業の導入に反映させるこ

とで生徒が学習内容を「自分ごと」と捉えやすいのではないかと考えた。 

 学習内容を「自分ごと」と捉える授業において、これらを導入に反映させ、「学習の動機付け」「学習す

る意味を見出す」の２点を意識した展開を考える。そのために「生徒自身の経験や知識を振り返り、考え

や問いをもたせる」という取り組みを行う。 
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2.3 展開の工夫 

中央教育審議会答申概要（平成 28 年 12 月 21 日）では「主体的な学び」について、「子供自身が興味

を持って積極的に取り組むとともに、学習活動を自ら振り返り意味付けたり、身についた資質・能力を自

覚したり、共有したりすることが重要である。」1)と述べられている。また、瀬戸（2020）は既習事項と

本時のつながりや、生徒の日常生活や経験をふまえた活動を取り入れ、授業を行い、結果を分析していた。

今後の展望として「日々の学習活動の中で児童の活躍できる場を多く設け，児童の考えや発見を教師が価

値づけすることで，児童自らが学びを深めるようにしていきたい。」5)と述べている。よって、学習内容に

対して生徒自身が意味付けを行ったり、身についた資質・能力を共有する場を設けたりことが大切である

ことが分かった。また、教師が生徒の考えや発見を価値づけしたり、学習内容に対して生徒が価値づけを

行ったりすることが重要であると感じた。これらをふまえ、展開では身についた資質・能力を共有するこ

とで「新たな視点や価値観を得る」「得た情報に対して、自分にとっての価値づけ・意味付けをする」と

いう取り組みを展開で行う。生徒がこれらを達成するために、「教師、教材等から新たな情報を得る」「生

徒同士の対話」などの活動を取り入れることで、生徒の手助けをする。 

 

 

2.4 まとめの工夫 

 独立行政法人教職員支援機構が示す「主体的・対話的で深い学び」によって実現したい子どもの姿を現

したピクトグラム（図 2-3）において、「主体的な学び」は「興味や関心を高める」「見通しを持つ」「自分

と結び付ける」「粘り強く取り組む」「振り返って次へつなげる」6)の 5つが挙げられている。 

 

図 2-3 ピクトグラム一覧 

NITS 独立行政法人教職員支援機構ピクトグラム一覧より抜粋 

 

平山（2021）は学習者の学習意欲を向上させるための方法として、ジョン・ケラーが提唱したARCSモ

デルと上記のピクトグラムを参考にし、主体的な学びについて分析していた。そこでは、「自己との関連

付け（自覚）という点には、「R1親しみやすさ」があり、学習者の関心のあるものや身近な例から具体性

を高めたり、既習事項との関連や教材とのつながりを知ったりすることで自分との関わりを認識できる。」

7)と述べている。生徒の学習意欲を高めるためには、生徒が学習内容に対して親しみやすいと感じること

が大切な過程であり、そのために身近な例や具体性の高い教材を授業に取り入れることで生徒の主体性

を高めるため必要とされている。また、「粘り強さの具体的な姿として、試行錯誤を重ねるということが

ある。うまくいかないことがあっても、さらなる改善を目指して自分なりに考えて取り組む。」7)と述べら

れている。うまくいく経験だけでなく、考える過程で自分の考えや問いの不十分さに気づき、改善を目指

して取り組むという過程も大切であると考えた。 
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中央教育審議会答申概要（平成 28年 12 月 21 日）において「振り返りについては、自らの学びを意味

付けたり価値付けたりして自己変容を自覚し、次の学びへと向かう「学びに向かう力」を培うために、言

語によりまとめたり表現したりする学習活動を意識することが必要である。」1)と述べられており、展開

において価値づけした学習内容をまとめにつなげ、学習ふまえて自分の考えや問いを言語によって表現す

ることで、自分の考えや問いの変容に気づく活動をまとめに入れることが必要であるということが分か

った。 

これらを、学習内容を「自分ごと」と捉えるための流れにおける「まとめ」に取り入れ、「自分の考え

や問いをふまえて自分の経験に組み込む」「自分の考えや問いの不十分さに気づく」「自分の考えや問いと

学習内容の関係性について気づく」などの過程が必要であると考えた。また、これらを導くために、授業

内で学習前と学習後において自分の意見を比較することで、上記にも述べたように「身についた資質・能

力を自覚したり、共有したりすること」が可能になると考えた。 
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第３章 実践研究 

 

3.1 実践研究の目的 

 第２章で述べたように、「自分ごととして学習内容を捉える学び」とは、以下の具体的に以下の３点と

考える。 

（１）「生徒が自発的に疑問をもつような学び」 

（２）「生徒が自分の考えを変化させたり、深めたりする学び」 

（３）「自分と生物の関係を意識し続ける学び」 

これらを授業に反映させるための方策を考案し、授業を実践してその効果を検証する。 

 

3.2 実践の方法 

3.2.1 研究対象と期間 

 【対象】 熊本県立A高等学校 第１学年および第２学年 

 【実践期間および担当単元】 

  実践① 2023 年 9月 12 日～2023 年 10 月 26 日 第 2学年 4 クラス 

      生物基礎 「遺伝子とそのはたらき 遺伝情報とDNA」 

3 時間 

  実践② 2023 年 2月 16 日・2月 19日 第１学年 3 クラス 

      生物基礎 「植生と遷移 バイオーム」 

1 時間 

      2023 年 2月 22 日 第 2学年 ２クラス 

生物 「動物の反応と行動 刺激の受容と反応」 

1 時間 

      2024 年 6月 18 日～2024 年 6 月 21日 第 2学年 2 クラス 

      生物 「生物の系統と進化 人類の系統と進化」 

2 時間 

  実践③ 2024 年 9月 17 日～2024 年 12 月 5日 第 2学年 3 クラス 

      生物基礎 「ヒトのからだの調節 情報の伝達と体内環境の維持」 

      8 時間 
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3.2.2 研究の方法 

3.1 の 3 つの目標（１）（２）（３）を第 2章の図 に当てはめると図 3-1 のようになる。 

 

図 3-1  自分ごと”と捉えることができる授業展開における目標 

 

3.1 では、（１）「生徒が自発的に疑問をもつような学び」、（２）・「生徒が自分の考えを変化させたり、深

めたりする学び」、（３）「自分と生物の関係を意識し続ける学び」の３つを述べた。しかし、これらを毎

回の授業にすべて取り入れることは難しく、単元の特徴や学習内容によって取り入れる内容を変える必

要がある。よって、本実践で着目する学びを以下のように振り分けた。 

実践①は、３時間の構成を自分で考える実践であったため、「ゲノム編集技術」について 3時間構成の

授業を計画・実践した。授業ではゲノム編集技術の応用例について学ぶことで、遺伝子の仕組みや発現に

おける学習事項が、どのように社会で活用されているのか知ることを目標とする。また、ゲノム編集の社

会における活用例を知ることで、自分の考えや問いを深めることを目指す。そのため、学習内容を「自分

ごと」と捉えさせるために、（２）・「生徒が自分の考えを変化させたり、深めたりする学び」に着目した。 

実践②では、教科書に記述されている流れに沿った授業展開を考える実践であったため、「植生と遷移 

バイオーム」「動物の反応と行動 刺激の受容と反応」「生物の系統と進化 人類の系統と進化」の３つの

単元において１～２時間分の授業を行った。これらの授業では、授業の最後に「授業を通して疑問に思っ

たこと」を記入する欄をワークシートに作成した。そのため、学習内容を「自分ごと」と捉えさせるため

に、（１）「生徒が自発的に疑問をもつような学び」に着目した。 

実践③では、実習校で指定されている問題集の内容に沿って、「ヒトのからだの調節」の単元の授業を

１単元分行った。この単元における学習内容は、ヒトのからだについて学習するため、自分とのかかわり

を実感しやすい内容であった。このことから、学習内容を「自分ごと」と捉えさせるために、（３）「自分

と生物の関係を意識し続ける学び」に着目し、各授業で様々な学習方法を取り入れた。 
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3.3 実践① 生物基礎「遺伝子とそのはたらき 遺伝情報とDNA」 

3.3.1 目的 

 実践①では、3.2 で述べたように、（２）・「生徒が自分の考えを変化させたり、深めたりする学び」に着

目した。そのために、自分の考えや問いを自分の経験・意思決定につなげる授業展開を考え、授業を通し

て生徒自身の考えや問いが深まったかを明らかにする。 

 

3.3.2 方法 

 実践①では、高校 2 年生の文系の生徒に対して、生物基礎「遺伝子とそのはたらき」の「遺伝情報と

DNA」の内容において 3 時間の授業を自分で構成し、授業実践を行った。授業では、3 時間を通してゲ

ノム編集技術を取り扱い、1 時間目では「ゲノム編集技術と 食”」、2 時間目では「ゲノム編集技術と 医

療・スポーツ”」、3時間目では・「ゲノム編集技術と 自分の子ども”」とのかかわりについて授業を行った。

実践①の 3時間を通して、「3.1 実践の目的」における「生徒が自分の考えを変化させたり、深めたりす

る学び」に注目した実践を行った。 

また、各授業の最後に、ゲノム編集に対する自分の考えや意志をワークシートに記入する時間をとり、

記入された内容を分析することで実践の効果を評価する。それぞれの授業計画の概要および工夫した点

について、学習指導案（図 3-2）、ワークシート（図 3-3）及びスライドの一部を用いて以下に示す。 
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図 3-2-A 実践①：1時間目の授業で用いた学習指導案 
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図 3-2-B 実践①：2時間目の授業で用いた学習指導案 
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15 

 

 

図 3-2-C 実践①：3時間目の授業で用いた学習指導案 
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図 3-3-A 実践①：1時間目の授業で用いたワークシート（1枚目） 
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図 3-3-A 実践①：1時間目の授業で用いたワークシート（２枚目） 
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図 3-3-B 実践①：2時間目の授業で用いたワークシート（１枚目） 
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図 3-3-B 実践①：2時間目の授業で用いたワークシート（２枚目）
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図 3-3-C 実践①：3時間目の授業で用いたワークシート（１枚目） 



21 

 

 

図 3-3-C 実践①：3時間目の授業で用いたワークシート（２枚目） 
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＜1時間目＞ 

 図 3-2-A の学習指導案で示すように、まずゲノム編集技術が食品に使われている例について調べ学習

をさせ、ゲノム編集技術のメリット・デメリットについて話し合いをさせた。最後に「ゲノム編集食品に

対する自分の考え」についてワークシートに記入する時間をとり、生徒が記入した内容について分析を

行った。 

図 3-4-A の①のスライドは授業の導入で用いたスライドで、熊本県で生産が盛んなトマトをもとに問

いかけをすることで、食と自分の関わりを意識させるような導入にした。その後、③の課題で授業を進

め、ゲノム編集技術について学んだり、その利用例について、食品に限定して調べさせたりした。１時間

目では、比較的意見を述べやすく、自分ごとと考えやすい情報を選んだ。 

 

 

図 3-4-A 実践①：1時間目の授業で用いたスライドの一部 
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＜2時間目＞ 

図 3-2-B の学習指導案で示すように、まず iPS 細胞と結び付けた導入を行い、医療面でゲノム編集技

術が利用されていることについての意見を記入させた。ここでは話し合いの前と後の自分の意見につい

て分けて記入させることで、対話的学びを意識し、生徒の意見を見つめなおすように工夫した。次に、遺

伝子ドーピングとしてゲノム編集技術が利用されていることについての意見を述べさせ、話し合いをさせ

た。最後に「ヒトに対してゲノム編集技術を用いることについて、あなたの考えを書いてみましょう！」

について記入する時間をとり、生徒が記入したことについて分析した。 

図 3-4-B の①のスライドにある課題で授業を進め、②のような医療面でゲノム編集技術が利用されて

いることに関する映像を用いたり、③・④にある生徒がなじみやすいスポーツの話題を通して遺伝子ドー

ピングという形でゲノム編集が利用されている例を取り扱った。２時間目では、食品から ヒト”に対する

利用について内容を変え、1時間目より自分との結びつきについて意識しやすい情報を選んだ。 

 

 

 

 

図 3-4-B 実践①：2時間目の授業で用いたスライドの一部 
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＜３時間目＞ 

図 3-2-Cの学習指導案で示すように、・「将来、自分の子どもにゲノム編集技術を利用することができる

場合、 私”はどのように判断するだろうか」という問いに対する自分の意見を、授業の最初と最後に記入

させることで、自分の考えの変容を見ることができるようにし、生徒が記入した内容について分析した。 

まず中国におけるデザイナーベビーの例に関する映像資料を示しながら、デザイナーベビーについて

説明した。次に、図 3-4-C の③にある、経済面について・遺伝疾患について・倫理面についての 3 つの

観点からについて情報を提示し、3つのポイントについてそれぞれ話し合いを行いました。また、話し合

いに関するルーブリック評価をワークシートに載せた。 

 

 

 

 

図 3-4-C 実践①：3時間目の授業で用いたスライドの一部 
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3.3.3 結果と考察 

 本実践では、ワークシート（図 3-3）において、自分の考えを記入する問いに対する生徒の回答をすべ

て一覧にして、授業の効果を分析した。ワークシートは、実践できた 3クラス（91 名）から回収できた。

自分の考えや問いを自分の経験・意思決定に組み込む授業展開に着目して 3 時間の実践を行った。１時

間目から３時間目において、それぞれの授業で自分の意見を表現する場面におけるワークシートの記述

を、賛成・条件付き賛成・どちらとも言えない・利点または改善点を上げたうえでの反対・反対・その他

に分類して分析した。 

 

＜１時間目＞ 

1 時間目では、食品に対するゲノム編集技術の利用に対して、生徒が賛成か反対かについて読み解いた。

表 3-1 は授業を通して、生徒が「ゲノム編集食品に対する自分の考え」について記入した意見の例と、各

考えを食品に対するゲノム編集技術の利用について賛成・反対の意見に分けたものである。生徒の意見に

ついて aクラスから 9名の意見を抜粋した。 

 

表 3-1 ワークシートに記述された生徒の意見  a クラス 40 名の記述より抜粋 

生徒の意見 分類 

①新しい技術だからこそ、これからの生活でもっと活用して私たちの生活に

浸透させるべきだと思う。ゲノム編集によって美味しく食事ができたり、

生活するうえで食品ロスなどを減らすことができたら、自分たちの社会生

活でもいい変化が起こると思う。  

②賛成。アレルギーの人が食べれるようになる食品もあるから。食糧問題が

解決されるから。安全性は確かだとはまだ分からないけど、開発が進んで

多くの人に認知してほしい。 

③賛成です。美味しいものがよりおいしくなったり、たくさん生産できるの

はうれしいからです。また、アレルギー物質を減らしたり、食中毒を起こ

さない食品だったりは社会にとってもプラスだと思います。ただ、人道的

にアウトな部分はしっかり規制をかけるべきだと思います。 

④安全や快適さの幅が広がり、革新的な世界を生み出しているが、一方でオ

フターゲットによるガン化や、行き過ぎた改良による被害の可能性もある。

社会の進歩に「ゲノム編集」は不可欠なものだと思うから、利用には賛成

だが、十分注意が必要。 

⑤私はゲノム編集食品と自然界で作られた食品が並んでいたら、後者を買う

と思う。しかし、ゲノム編集食品は、世界全体で見ると人口が増加している

現代において必要になってくると思う。だから、過度にゲノム編集食品を

恐れるのではなく、しっかりと安全性などについて学んでいくべきだと思

う。 

⑥おとなしいマグロや攻撃性が少ないサバなどが開発されることで生産者の

→賛成 

 

 

 

→賛成 

 

 

→条件付き賛成 

 

 

 

→条件付き賛成 

 

 

 

→どちらとも言えない 

 

 

 

 

→どちらとも言えない 
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負担が減り、消費者に届きやすくなっているところはとてもいいと思いま

す。安全性を消費者に認知させる必要があることなど、ゲノム編集を行うこ

とで新しい手間ができてしまうことが問題だと思いました。 

⑦ゲノム編集ができることで暮らし・仕事はとても便利になると思うけど現

時点ではマイナスの方が大きいと思う。 

⑧私はゲノム編集技術を食品に利用することに反対です。遺伝子組み換え技

術で品種改良を行えばそれで充分だと思っているので、ゲノム編集技術の

必要性があまり感じられていません。また、食品にゲノム編集技術を用い

ることで他の分野でもゲノム編集技術が認められてしまうのではないかと

いう不安があります。 

⑨反対：人が生活しやすいように他の植物や動物の遺伝子を変えるのは勝手

なことだと思うから。コストもかかるから。 

 

 

 

→利点を挙げたうえで

の反対 

→反対 

 

 

 

 

→反対 

  

各意見の特徴と賛成・反対を判断した理由を以下に示す。①や②の意見では、食品ロスの解決につなが

ることやアレルギーの人も食べられることなど、メリットに目を向け、「もっと活用して私たちの生活に

浸透させるべき」「開発が進んで多くの人に認知してほしい」など、利用することを肯定的にとらえてい

るため、賛成とした。 

③や④の意見では、「賛成です」「利用には賛成だ」などの意見が述べられているため、賛成意見と考え

た。しかし、デメリットにも目を向けて、「ただ、人道的にアウトな部分はしっかり規制をかけるべきだ

と思います」「十分注意が必要」など、注意して利用する必要があることを示唆しているため、条件付き

賛成とした。 

⑤では、「過度にゲノム編集食品を恐れるのではなく、しっかりと安全性などについて学んでいくべき

だと思う」という、ゲノム編集食品に対する向き合い方を意見している。また⑥の意見では、良いと思う

点と問題点の両方を記入している。どちらも意見も、賛成や反対のどちらにもあてはまらず、中立的な意

見であることから、どちらとも言えないに分類した。 

⑦の意見では、・「暮らし・仕事はとても便利になる」という利点を挙げているが、・「マイナスの方が大き

い」と述べられているため、利点を挙げたうえでの反対意見に分類した。 

⑧や⑨は「反対」という言葉が述べられていたり、デメリットや不安を根拠として挙げていることから、

反対とした。 

 

授業を実践した 3 クラス分の生徒の意見については、多く使われていたキーワードに注目して分析を

行った。まず、「食べてみたい」というキーワードが、全体の 4.4・%の生徒の意見に見られた。この意見

は「食べる」という判断に結びついていることから、自分の生活との結びつきを意識している意見である

と考えた。また、「安全」というキーワードが全体の 37.4・%の生徒が記入していた。その中でも、条件付

き賛成の意見において、「安全なら」という条件として使われている意見や、反対意見の理由として多く

見られた。このことから、安全面は生徒が特に注目する視点であり、生徒 1 人 1 人の捉え方によって生

徒の賛成・反対の意見に大きく影響していると考えた。 
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前述したカテゴリーに沿って各組の生徒の記述を分類した結果を図 3-5 に示す。食品をテーマにした

1時間目では、比較的どのクラスも賛成、条件付き賛成の意見が占める割合が多く、賛成意見が多かっ

た。しかし、b組は他のクラスに比べると賛成意見が少なかった。これは、授業中にゲノム編集技術が

用いられている食品について、班で調べ学習を行った時に、調べた内容が影響していると考えた。a組

では、表 3-1 の⑥の意見にあるように、「安全性を消費者に認知させる」など、改善策を述べている生徒

も見られた。このことから、これからのゲノム編集食品を利用する場面について具体的に考えていたこ

とが分かる。 

 表 3-1 の⑤の意見には「自然界」というキーワードが用いられていた。他の意見にも環境への影響を懸

念する考えが示されていた。これらの例において、生徒自身が「ミクロ」から「マクロ」に視点が移った

理由としては、教師の提示した教材、調べ学習や話し合いの活動が影響したのではないかと考えられる。

「ゲノム編集技術」というミクロな視点の学習を、「環境」というマクロな視点につなげることができた

と見なされる。 

 

 

図 3-5 ワークシートに記述された生徒の意見の分類 
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＜2時間目＞ 

表 3-2 は授業を通して、生徒が「ヒトに対してゲノム編集技術を用いることについてどのように考えま

すか？」という問いについて記入した意見の例と、各考えをヒトに対するゲノム編集技術の利用について

賛成・反対の意見に分けたものである。生徒の意見について aクラスから 8名の意見を抜粋した。 

 

 表 3-2 ワークシートに記述された生徒の意見  a クラス 40名の記述より抜粋 

生徒の意見 分類 

①ヒトに対してゲノム編集技術を使えば人類全員のあたまを良くできたりす

る等で、ヒトは地球の環境に適応しやすくなるからよいと思う。 

②医療のみに使うべきだと思う。使っていいところと使っては行かないとこ

ろをはっきりさせて悪用されるのを防ぐことが大切だと思う。 

③難病を治療するためなど、医療的な面でゲノム編集技術を用いることには

賛成ですが、ドーピングなどで使用することには反対。 

④ヒトに対してゲノム編集技術を用いるのは、病気などの大きいハンデを背

負っている人には助かることかもしれないけど、それこそ副作用があった

り、スポーツで有利になるために使ったりと、不正使用されることがリス

クになると思いました。 

⑤病気の治療に使ってはよいと思うけど、慎重に使用していくべきだと思う。

クローンやドーピングにゲノム編集技術をつかうのは人間の人権や能力を

逆に失くしてしまうと思う。だからあまりそういう事に使うのは止めた方

がいい。 

⑥ヒトへの健康の安全性が保障されていないので心配。メリットよりデメリ

ットのほうが大きい。反対。 

⑦病気に対して使うのには反対。自分のあこがれになるために遺伝子を変え

るのは親にも失礼だし、それがありふれると同じような人間になってしま

う。欠点は努力で解決すべき。 

⑧基本的に自分が普段の生活において苦労したり、大変な思いをしている人

への使用は認めて、自分は特に苦労していないが自分の功績や私欲のため

に乱用することは禁止にした方が良いと思う。 

→賛成 

 

→条件付きの賛成 

 

→どちらとも言えない 

 

→どちらとも言えない 

 

 

 

→利点を挙げたうえで

の反対 

 

 

→反対 

 

→反対 

 

 

→その他 

各意見の特徴と賛成・反対を判断した理由を以下に示す。①は、メリットにのみ焦点を当て、「よいと

思う」という意見も述べていることから、賛成とした。②は、「医療のみに使うべきだと思う」と述べ

ていて、医療のみに使用するという条件が利用するために必要であると読み取れるため、条件付き賛成

とした。③や④は、医療面での利用は賛成だが、スポーツにおけるドーピングに利用されるのは反対と

述べており、どちらかの意見に偏る意見ではなかったため、どちらとも言えないに分類した。⑤は、

「病気の治療に使ってはよいと思うけど、慎重に使用していくべきだと思う」と記述されていて、病気

の治療に利用するという利点についても、慎重に利用するべきだと述べられていることから、利点を挙

げたうえでの反対と分類した。⑥や⑦では、「反対」と意見がされていたり、「メリットよりデメリット
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のほうが大きい」のようにデメリットに注目していたり、「病気に対して使うのには反対」のようにメリ

ットである病気に対する利用についても反対している点から、反対と分類した。⑧では、ゲノム編集技

術の使用を認める場面と、禁止にするべき場面の両方を具体的に記入しており、賛成・反対などの意見

が述べられていないため、その他に分類した。 

 

 

 この他にも、授業を実践した 3 クラス分の生徒の意見について、多く使われたキーワードについて分

析すると、「自分」「怖い」というキーワードが多く見られた。まず、「自分」というキーワードは全体の

15.6・%の生徒に見られ、このキーワードはどのクラスでも見られた。この時の「自分」は「自分の責任」

「自分の欲求」などのような使われ方をしていた。このことから、「自分」というキーワードが生徒自身

をあらわす意味ではなく、一般の人をあらわす意味で使われていると考えた。次に、「怖い」というキー

ワードは全体の 6.3・%の生徒が記入していた。「怖い」というキーワードでは、「怖い」という感情を表現

したものとして記述していることから、実際に利用する場面を意識していた可能性があると考えた。 

 

 

図 3-6 ワークシートに記述された生徒の意見の分類 

 

1 時間目の賛成意見と反対意見の割合を集計し、1時間目と同様に生徒の意見を分類したものをグラフ

にして、図 3-6 に示した。３クラスとも１時間目に比べて「どちらとも言えない」が占めている割合が大

きくなっていることが読み取れた。また、どちらとも言えないに分類した生徒の意見の中で、表 3-2 の③

や④の意見にある、医療面での利用は賛成だがドーピングに利用されるのは反対という意見がどのクラ

スでも最も多く見られた。このことから、対象が食品から人になったため、意見を述べる際に慎重にな

り、単純な判断が難しくなったと考えた。 

ゲノム編集技術を利用する基準に注目して分析すると、医療面では利用してよいがドーピングでは利用

してはいけないという意見や、「人の健康を害してしまうものであれば使用することに対して反対」とい

う意見、「利己的な行動へちょっけつするもののために使うのは反対」という意見などもあり、どちらと

も言えないと判断したものの中でも様々な基準で生徒が意見していたことが分かった。 
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＜3時間目＞ 

表 3-3 は、生徒が「将来、自分の子どもに下能編集技術を利用することができる場合、 私”はどのよう

に判断するだろうか」という問いについて記入した意見の例と、各考えを将来の自分の子どもに対する

ゲノム編集技術の利用について賛成・反対の意見に分けたものである。生徒の意見について aクラスから

4名の意見を抜粋した。 

 

 表 3-3 授業前と授業後にワークシートに記述された生徒の意見 

a クラス 41名の記述より抜粋 

生徒の意見（授業前）  生徒の意見（授業後） 分類 

①周りがすることが当たり前になっ

ていたらすると思う。する人がそ

んなに多くないならしたくない。

（親に似た子たちを育てるのが楽

しいからなるべくしたくない。） 

②病気などの起こり得る危険を未然

に防ぐためだけに利用するならア

リだと思う。それをしたことでそ

の子供の人生に悪い影響を与える

ことはないと思うし、防ぐことが

できるのにそれをしない理由はな

いと思う。 

 

 

 

③病気とかにかかりにくくするよう

なものはすごく良いように感じる

けれど、実際にするか、と言われる

と一人では決められない。 

 

④利用しないと思います。子どもの正

体にも大きく関わることなので、自

分の判断で変えることはできない

と思うからです。しかし、病気にな

りにくくなるというのはとても大

切な事なので、利用してみたいとも

思います。 

 ①今はしたいとは思わない。親がすべ

てを決めたら子どもも嫌だろうし、

何もわからないから育てるもの楽し

いんだと思う。ゲノム編集技術はあ

まり活用したくない。 

②私は自分自身、遺伝疾患を持ってい

て、「なんで自分だけ」「こんな身体

に生まれてこなければ」と考えるこ

とも実際にたくさん経験してきたか

ら、今自分の持っている疾患が遺伝

する可能性だけはなくしたい。今の

自分の経験で病気がなければと考え

ることがあるのにそれを分かってい

て自分の子どもにも同じ気持ちをさ

せたくはないから。 

③病気の予防などはしたいと思うが、

実際に子供に伝えることはないと思

う。病気で生まれてきても変わらず

愛すると断言できる余裕が私にはな

いと思う。 

④私は利用しないと思います。ゲノム編

集を利用することによって、自分の

子どもの個性を奪ってしまう可能性

があると思うからです。そのため、ゲ

ノム編集をするのは自分で判断でき

る年齢になってから、その子が望む

ときにしたいです。 

→条件付き賛成 

↓ 

反対 

 

 

→条件付き賛成 

↓ 

条件付き賛成 

 

 

 

 

 

 

 

→どちらとも言

えない 

↓ 

条件付きの賛成 

 

→どちらとの言

えない 

↓ 

利点を挙げたう

えでの反対 
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 ①の授業前では、「周りがすることが当たり前になっていたらすると思う」という意見が述べられて

いることから、条件付き賛成とした。授業後では、「今はしたいとは思わない」「ゲノム編集技術はあま

り活用したくない」と述べていて、子どもを育てることについてより具体的にイメージして意見したう

えで反対しているため、反対に分類した。②の授業前では、「病気などの起こり得る危険を未然に防ぐた

めだけに利用するならアリだと思う」というように、病気に対する利用のみで、賛成意見を示している

ため、条件付き賛成とした。授業後でも、自分の経験もふまえながら病気に対する利用について賛成し

ていることから、条件付き賛成とした。③の授業前では、「実際にするか、と言われると一人では決め

られない」と述べていて、賛成・反対のどちらにも分類できないため、どちらとも言えないに分類し

た。授業後では、「病気で生まれてきても変わらず愛すると断言できる余裕が私にはないと思う」と述

べていて、病気に対する利用の場合は賛成していると分かる。このことから、条件付き賛成と分類し

た。④の授業前では、「利用しないと思います」「利用してみたいとも思います」のように、どちらの意

見も述べられていることから、どちらとも言えないに分類した。授業後では、「私は利用しないと思い

ます」「自分の子どもの個性を奪ってしまう可能性があると思うから」のように、子どもの個性を尊重

して利用しないと述べている。このことから反対意見と考えた。しかし、「ゲノム編集をするのは自分で

判断できる年齢になってから、その子が望むときにしたいです」と述べていて、子どもの意見がある場

合は利用する意志があるということが読み取れる。このことから利点を挙げたうえでの反対とした。 

 

 生徒の意見に見られたキーワードについても分析する。「個性」というキーワードを記入している生

徒は３クラス中 27 名（26.2・%）と、複数名見られた。これらのキーワードは１、２時間目の授業では見

られないキーワードであることから、自分の意見を述べる質問内容が心理的に身近になるほど、「倫理」

面や「個性」を意識して意見を述べると考えられる。また、「安全」というキーワードは 3時間目でも多

く見られた。このことから、1時間目の授業での視点が 3時間目の判断材料の 1つとなっており。生徒に

とって安全性は、意思決定や判断の時に重要視する視点の１つであると考えた。 
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 授業前半及び授業後半の生徒の意見について、賛成・条件付き賛成・どちらとも言えない・利点また

は改善点を上げたうえでの反対・反対・その他に分類して、集計した結果を図 3-7 に示す。「将来、自分

の子どもにゲノム編集技術を利用することができる場合、 私”はどのように判断するだろうか」という

問いに対する 1・2時間目は円グラフで割合を示したが、生徒の変容を見るために帯グラフでまとめ

た。 

 

図 3-7 クラスごとの授業の前半と後半の意見の分類（上：前半 下：後半） 

 

 図 3-7 より、どのクラスでも話し合い前では反対意見が多いのに対し、話し合い後では賛成意見の割

合が増えていることが分かる。特に、条件付き賛成の意見が増えていることが読み取れ、どのクラスも

話し合い前と後で反対意見が減り、賛成意見が増えていることが分かった。 

 また、生徒の意見を詳しく見ると、条件付き賛成の条件で「医療面での利用なら賛成」という意見が多

く見られた。このことから、話し合いによって医療面による使用という観点で賛成意見が増えたと考え

た。 

 

図 3-8 授業の前と後で意見が変化しなかった生徒と変化した生徒の割合 

 

 図 3-8 では、最初の意見と最後の意見を比較して、意見が変わらなかった生徒と変わった生徒の割合

を示しました。b・c 組では半数近く、ｄ組では 6割ほどの生徒が、意見が変わっていないという結果が

見られた。ここで、意見が変わらなかった生徒の意見に注目した。表 3-4 は、生徒が「将来、自分の子

どもに下能編集技術を利用することができる場合、 私”はどのように判断するだろうか」という問いに

ついて授業前と授業後に記入した意見を比較し、意見が変わらなかった生徒の記述例である。生徒の意

見について aクラスから 4名の意見を抜粋した。 
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表 3-4 意見は変わっていないが視点が変わっている生徒の意見  3 クラス 103 名から抜粋 

生徒の意見（授業前）  生徒の意見（授業後） 分類 

①どこかに異常が出るか

もしれない（安全性） 

 

 

②させたくない。身体に

悪影響を与えるかもし

れないから。デザイナ

ーベビーと普通の赤ち

ゃんで不公平。 

 

③子どもか妊婦に悪影響

がないなら、子どもの

将来の健康のためにや

っておきたい。 

 ①ゲノム編集技術をヒトに利用することで、その子

どもの個性や人生を思い通りに変えることがで

きるので、おかしいと思う。 

 

②３つの観点から見てもやはりしない。世界にはい

ろんな人がいるから、1人 1人の個性を尊重し合

って生きていく。 

 

 

 

③お金が大きな額必要なら、今の自分たちの経済状

況を考えながら、判断する。遺伝性疾患などをど

ちらかが持っているのなら、その病気やエイズな

どの大きな病気にかからないようにしたい。子ど

もの個性をなくしたくないし、自分たちの自己満

足ではないかと考えてしまう。 

→ 反対意見 

↓ 

反対意見 

 

 

→ 反対意見 

↓ 

反対意見 

 

 

→条件付き賛成    

   ↓ 

条件付き賛成 

 意見が変化した生徒については、表 3-3 における①、③、④の生徒の意見において、分類が変化してい

ることから読み取ることができる。また、表 3-3 の②の生徒のように、意見や視点が変わっていない生徒

も見られた。また、意見の分類は変わっていないが、生徒が着目した視点が変わっている意見も見られた

ため、表 3-4 に抜粋した。①の意見において、学習前では「安全性」に着目していたのに対し、学習後で

は「子どもの個性や人生」に着目している。また、②の意見では、授業前では「身体に悪影響」のように

体への影響や、「デザイナーベビーと普通の赤ちゃんで不公平」など不公平さに着目している。一方で授

業後は、授業をふまえても利用しないという判断は変わらないが、「1 人 1 人の個性を尊重し合って」と

記述があり、個性に目を向けていることが分かる。③の意見では、授業前では子どもや妊婦の健康に目を

向けているが、授業後では授業で扱った経済面について・遺伝疾患について・倫理面についての 3 つの

観点を踏まえて意見をしていることが分かる。これらの意見から、意見の分類では変化がなかった生徒で

も、細かく見ると視点が変化している生徒も見られると分かった。 

 

 3 時間の分析を通して、生徒の意見や意志の傾向が変化していた。このことから、３時間を通して食品

やヒト、自分の子どもに対しての利用や、倫理面・経済面・医療面など様々な視点からゲノム編集技術に

ついての学習を行った。学習を積み重ね、毎回の授業で自分の考えを表現する活動を取り入れることで、

学習内容や情報をもとに生徒が判断・意思決定する機会になっていた。また、話し合いなどでお互いに意

見を交換することで、生徒はより多くの視点からゲノム編集との向き合い方について意見していたと考え

る。このように、自分の経験・意思決定に学習内容を結びつけ、生徒の考えが変容するような授業を行う

ためには、より多くの情報を授業内で生徒に提示しそれらを理解させることが大切であると分かった。 
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3.4 実践② 生物基礎「植生と遷移 バイオーム」 

      ・ 生物「動物の反応と行動 刺激の受容と反応」 

      ・ 生物「生物の系統と進化 人類の系統と進化」 

 

3.4.1 目的 

 実践②では、3つの授業について、教科書に沿った内容で授業を構成・実践し、3.2 で述べたように、

（１）「生徒が自発的に疑問をもつような学び」に着目した。本実践では、学習内容を「自分ごと」と捉

えさせるための工夫として、生徒が学習する意味を見出す授業展開を考え、学習内容や方策がどのように

生徒の考えや問いに影響するのかを明らかにする。 

 

3.4.2 方法 

 実践②では、大きく３つの実践を行った。１つ目は高校１年生の生徒に対して生物基礎「植生と遷移」

の「バイオーム」について１時間の授業、２つ目は高校２年生の生物選択生に対して生物「動物の反応と

行動」の「刺激の受容と反応」について１時間の授業、３つ目は高校２年生の生物選択生に対して生物「生

物の系統と進化」の「人類の系統と進化」について２時間の授業を行った。これらの授業はどれも教科書

の流れに沿った授業展開だったため、教科書で示されている資料や学習内容を深める資料などをそれぞ

れ工夫し、どの授業でも話し合い活動を取り入れることで、自分の考えや問いを深めることができる授業

を考え、実践した。 

また、各授業の最後に授業を通して感じたこと・疑問に思ったことについてワークシートに記入する時

間をとり、記入された内容を分析することで実践の効果を評価する。それぞれの授業計画の概要および

工夫した点について、学習指導案（図 3-9）、ワークシート（図 3-10）及びスライドの一部を用いて以下

に示す。 
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図 3-9-A 実践②：生物基礎「植生と遷移」の授業で用いた学習指導案 
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図 3-9-B 実践②：生物「動物の反応と行動」の授業で用いた学習指導案 
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図 3-9-C 実践②：生物「生物の系統と進化」の授業で用いた学習指導案 
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図 3-10-A 実践②：生物基礎「植生と遷移」の授業で用いたワークシート（１枚目） 
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図 3-10-A 実践②：生物基礎「植生と遷移」の授業で用いたワークシート（２枚目） 
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図 3-10-B 実践②：生物「動物の反応と行動」の授業で用いたワークシート（１枚目） 
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図 3-10-B 実践②：生物「動物の反応と行動」の授業で用いたワークシート（２枚目） 
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図 3-10-C 実践②：生物「生物の系統と進化」の授業で用いたワークシート（１枚目） 
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図 3-10-C 実践②：生物「生物の系統と進化」の授業で用いたワークシート（２枚目） 
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図 3-11 実践②：生物「生物の系統と進化」の授業で用いた資料 
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＜生物基礎「植生と遷移 バイオーム」＞ 

 図 3-9-A の学習指導案で示すように、西アフリカのバイオームを決める要因について教科書に掲載さ

れた資料をもとに考察させた。また、他の地域のバイオームに着目して、教科書の資料をもとに北アメリ

カのバイオームを決める要因について考察させた。次に、地球温暖化によってバイオームが変化する場合

について考えた。その後、世界のバイオームについて示した教科書の資料をもとに気づいたことについて

記述し、話し合いを行った。最後に「授業を通して疑問に思ったこと」について記述する時間をとり、生

徒がワークシートに記述した内容について分析する。 

図 3-12-Aの①のスライドは授業の導入で用いたスライドで、西アフリカを構成するバイオームを 3つ

写真で示すことで、その後の資料学習の際に自分が知っている知識やイメージと結びつきやすくなるよ

うに工夫した。その後、②の課題で授業を進め、④の資料を用いながら、気づいたことの例をいくつか挙

げることで、生徒が記述しやすいように工夫した。 

 

 

 

図 3-12-A 実践②：生物基礎「植生と遷移」の授業で用いたスライドの一部 
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＜生物「動物の反応と行動 刺激の受容と反応」＞ 

 図 3-9-B の学習指導案で示すように、まず静止電位が生じる過程についてパワーポイントを用いて示

しながら、ワークシートにまとめさせた。その後、活動電位が起こる時の電位の変化をあらわしたグラフ

をもとに、電位の変化の様子を図で表現させ、話し合いをさせた。その後、カリウムチャネルが正常に働

かなくなった場合について考察させ、話し合う時間をとった。最後に「疑問に思ったことを書こう」につ

いて記述する時間をとり、生徒がワークシートに記述した内容について分析する。 

図 3-12-B の①のスライドは授業の導入で用いたスライドで、ウサギの脳のニューロンを染色した写真

を見せることで、本授業で取り扱うニューロンについて身近に感じ、図で示した内容をより自分と結び

つけてイメージできるように工夫した。その後、②の課題で授業を進め、③ではパワーポイントのアニメ

ーションを用いて活動電位が生じる過程について説明した。④では、心筋イオンチャネル病という疾患

を例に挙げ、学習したことをもとに電位の変化や体で起こっている反応について考えることで、学習内容

とヒトを結び付けやすくなるような工夫した。 

 

 

図 3-12-B 実践②：生物「動物の反応と行動」の授業で用いたスライドの一部 
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＜生物「生物の系統と進化 人類の系統と進化」＞ 

1 時間目では、図 3-9-C の学習指導案で示すように、まず霊長類の系統樹をもとに霊長類や類人猿の特

徴について説明した。その後、「なぜ現在の人類はホモ・サピエンスしかいないのだろうか」という問い

を提示し、これまでの自分の知識を活用して自分の考えを記入させた。その後、ゴリラ、アウストラロピ

テクス、ホモ・サピエンス（ヒト）を例にした教科書に載っている資料をもとに、それぞれの特徴につい

て確認した。その後、図 3-11 の資料を配布し、班ごとに「なぜ現在の人類はホモ・サピエンスしかいな

いのだろうか」という問いに対する考えをワークシートに記入させた。班ごとの話し合いは 1 時間目で

ほとんど時間をとることができなかったため、2時間目でも話し合いを行い、2時間目の最後にクラス全

体で共有する時間をとった。この時、全ての班で見る資料と、班ごとに指定した資料に分け、様々な意見

が出るように工夫した。また、本授業では疑問を考えやすいように、ワークシート（図 3-10-C）の右側

に「あなたの？をつぶやこう」というスペースを作り、常に疑問を意識して授業に取り組むことができる

ように工夫した。最後に「疑問に思ったこと」について記述する時間をとり、生徒がワークシートに記述

した内容について分析する。 

図 3-12-C の①のスライドは授業の導入で用いたスライドで、キャラクターを用いて霊長類という共通

点があることを示したり、その中にヒトを加えることで、霊長類について身近に感じたり、霊長類と自分

の関わりを意識したりできるように工夫した。その後、②のスライドでは自分の視野を確認したり、立体

視ができることで距離感をつかみやすくなるという特性について実感できる活動を行った。③の骨格や

立ち方などの特徴を示した資料を用いてゴリラ、アウストラロピテクス、ホモ・サピエンス（ヒト）の特

徴についてまとめさせた。④の課題について、資料を見て読み取れること、考えたことについてワークシ

ートに記入させ、班やクラス全体で共有した。 

 

 

 

図 3-12-C 実践②：生物「生物の系統と進化」の授業で用いたスライドの一部 
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3.4.3 結果と考察 

＜生物基礎「植生と遷移 バイオーム」＞ 

本授業において、「授業を通して疑問に思ったこと」について生徒がワークシートに記入した内容につ

いて分析を行った。表 3-5 は、生徒のワークシートの記述について 8 名を抜粋したものである。ワーク

シートは、実践できた 3 クラス（119 名）から回収できた。記入なしの生徒が 22 名（18.5・%）だった。 

 

表 3-5 ワークシートにおける生徒の記述  ３クラス 119 名の記述より抜粋 

疑問に思ったこと 

①年降水量が主に関係している地域と年平均気温が主に影響している地域では何が違うのか。 

②ほかにもいろんな地域ごとでバイオームにどんな違いがあったりするのか。 

③気温と降水量以外にどのようなことがバイオームに影響を与えているのか 

④赤道が通っているのにツンドラ気候のところがあること。 

⑤暖かくない地域でも砂漠があること 

⑥地球温暖化が進んだらバイオームの分布が変わり、バランスが崩れないか疑問に思った。 

⑦同じ星なのに全く違う気候がいくつも存在しているのかとても不思議に感じた。 

⑧なぜバイオームができるか 

①の疑問は教科書の資料をもとに北アメリカのバイオームを決める要因について考察させた活動から

生じた疑問であると考えられる。②の疑問も①と同じ活動を通して生じた疑問であり、西アフリカと北ア

メリカにおけるバイオームを資料で提示したことで、そのほかの地域に着目していることが分かる。ま

た、③の疑問は、授業を通して気温と降水量という要因を導き出したことから、他の要因について疑問を

もったことが分かる。これらは授業を通して生徒に理解させたい知識を説明する活動を通して生じた疑

問である。 

④や⑤の疑問は、世界のバイオームについての資料を見て気づいたことを記入する活動を通して生じ

た疑問であり、④の生徒は「ツンドラ」、⑤の生徒は「砂漠」に着目している。⑥の疑問は、地球温暖化

の話題と世界のバイオームの分布の資料を生徒自身で結び付けたことが分かる。⑦世界のバイオームか

らと考えられる、「星」というキーワードは授業で提示しておらず、教師も言葉にしていないため、⑦の

生徒自身が地球を「星」と考えた視点をもって資料を見ていたことから出た疑問であると考えられる。世

界のバイオームについての資料を見て気づいたことを記入したり、記入したことを話し合う時間はこの

授業でも最も時間をとった内容であるため、話し合いに時間をかけることで生徒の印象に残り、疑問が

出やすくなったと考えられる。 

⑧の疑問はバイオームの根本に目を向けている疑問である。このような問いかけは授業内で教師から

もしていないことから、⑧の生徒自身から生じた疑問であると考えられる。本実践ではできなかったが、

このような疑問を次の授業につなげることで、生徒自身が学習する意味を見出すことができるのではな

いかと考えた。 
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＜生物「動物の反応と行動 刺激の受容と反応」＞ 

本授業において、「疑問に思ったことを書こう」について生徒がワークシートに記入した内容について

分析を行った。表 3-6 は、生徒のワークシートの記述について 6 名を抜粋したものである。ワークシー

トは、実践できた 2クラス（75名）から回収できた。記入なしの生徒が 6名（8.0・%）だった。 

 

表 3-6 ワークシートにおける生徒の記述  ２クラス 75名の記述より抜粋 

疑問に思ったこと 

①ナトリウムポンプやらナトリウムチャネルやらいろいろな語があって、どれがどのような役割を持っ

ているかがあまりよくわかっていない。 

②脱分極がどんな反応なのか。 

③静止電位で細胞内ではなく細胞外の膜電位を０ｍVにした理由 

④どのように電気信号に気づいたのか。 

⑤膜電位の変化ひとつで体に不調が生じてしまうので、人の体は様々なことがつながりあって成り立

っていてすごいと感じました。 

⑥ナトリウムチャネルが働かなくなったらどうなるのか。 

 

①の記述にある「いろいろな語があって、どれがどのような役割を持っているかがあまりよくわかって

いない」や②の「脱分極」に関する、授業の学習内容を問う記述があった。本授業は初めて学習する単語

が非常に多い内容であった。また、脱分極についての説明も授業内でも行っていたことから、本時の中で

学習内容を理解しきることができなかった生徒がいたということが分かった。③の疑問は、膜電位の定

義について疑問をもっていることが分かる。また、④の疑問は神経を伝わる電気信号に気づいた歴史に着

目して疑問をもっている。これらの疑問は授業によって得た知識によって生じた疑問であるということが

分かった。 

⑤の生徒は疑問ではなく感じたことを記述していた。「体に不調が生じてしまう」という記述から、心

筋イオンチャネル病を例にした問いについて考える活動から出た感想であると考えられる。⑥の疑問も

心筋イオンチャネル病のようにカリウムチャネルがはたらかなくなった場合ではなく「ナトリウムチャ

ネルが働かなくなったら」という場合について考えていることから、⑤の生徒と同じ場面で生じた疑問で

あることが分かる。この活動から生まれた疑問をもっていると考えられる生徒は 21名（28.0・%）だった。 

本授業では学習する意味を見出すことができたと分かる記述はなかった。しかし、生徒の疑問の生成に

つなげることできた。そのため、生徒の疑問を次の授業で取り扱ったり、今後の授業に生かすような授業

展開を計画したりすることで、生徒が学習する意味を見出すことができるのではないかと考えた。また、

「人の体」などの記述から、ニューロンなどのミクロな視点の学習内容を、人の体というマクロな視点に

結び付けることができた。人の体などのマクロな視点に結び付けることで、より学習内容を身近に感じる

ことができるのではないかと考えた。 
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＜生物「生物の系統と進化 人類の系統と進化」＞ 

本授業において、「疑問に思ったこと」について生徒がワークシートに記入した内容について分析を行

った。表 3-7 は、生徒のワークシートの記述について 6 名を抜粋したものである。ワークシートは、実

践できた 2クラス（61名）から回収できた。記入なしの生徒が 19名（31.1・%）だった。ここで記入なし

の生徒数が少し多くなった理由は、授業内に記入時間がほとんどなかったことが原因であると考えられ

る。 

 

表 3-7 ワークシートにおける生徒の記述  ２クラス 61 名の記述より抜粋 

疑問に思ったこと 

①いつから人間はしっぽがなくなったのか。 

②脳容積が大きくなるにつれてデメリットはなかったのか。 

③どうやってアジアやヨーロッパに移住したのか。アフリカよりも寒い地域に移動したのはなぜか。④

なぜ他の人類を攻撃したのか。 

⑤なぜチンパンジーなどの類人猿は今も生き残っているのか。 

⑥ホモ・サピエンスになるまでにたくさん進化しているから、これからも進化することがあるのか。 

 

①の疑問は「しっぽ」に着目している。しっぽについては類人猿の特徴について他の霊長類と比較し

た場面でしっぽについての説明をしているため、教師からの説明がきっかけとなって生じた疑問である

と考えられる。また、②は教科書の資料に「脳容積」に関する情報が載っていたため、ゴリラ、アウス

トラロピテクス、ホモ・サピエンス（ヒト）を比較するときに生じた疑問であるということが分かっ

た。これらの疑問は、授業の展開や教師が提示した資料が影響して生じた疑問であることが分かった。 

③では、「アジアやヨーロッパに移住」「アフリカ」などのキーワードから、アジアやアフリカ、ヨー

ロッパへの人類の移動を示した資料を読み取り、話し合いを行う中で生まれた疑問であると考えられ

る。また、④は「なぜ現在の人類はホモ・サピエンスしかいないのだろうか」という問いに対する答え

を導き出す話し合いを通して、「他の人類を攻撃した」という意見があったため、この意見に対しての疑

問であると考えられる。よって、教科書にない資料を提示したり、資料をもとに話し合いを行う活動を

通して疑問が生まれるということが分かった。 

⑤や⑥の疑問はどの活動を通して考えた疑問であるかは明らかでない。そのため、これらの疑問は本

授業全体を通して生徒自身が考えた疑問であるということが考えられる。 

また、授業を通して生徒が疑問を意識できるための工夫として、ワークシート（図 3-10-C）の右側に

「あなたの？をつぶやこう」というスペースを作った。しかし、このスペースに対する書き込みは少な

かった。原因として、疑問を書き込むスペースがあるワークシートでの授業に生徒が慣れていないた

め、記入した生徒が少なかったということが考えられる。また、書き込んでいた生徒は疑問ではなくメ

モ欄として記入していた。疑問を常に意識させるためには、疑問を書き込むスペースを作ったワークシ

ートを、長期的に使用する必要があるということが分かった。 
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これらの結果から、生徒が疑問をもつためには、教師が提示する資料が大切であり、話し合いなどに

よってその情報に対する理解をより深める活動を取り入れることで疑問が生じやすくなるということが

分かった。今回、疑問を分析することによって生徒が学習する意味を見出しているかどうかについて検

討することはできなかった。しかし、疑問に思ったことについて生徒に記入させる時間を授業内に設け

ることによって、生徒が疑問をもつことができる授業であったことが分かった。今後は生徒が「自発的

に」疑問をもつ授業展開について検討していく必要がある。 
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3.5 実践③ 生物基礎「ヒトのからだの調節 情報の伝達と体内環境の維持」 

3.5.1 目的 

 実践③では、3.2 で述べたように、（３）「自分と生物の関係を意識し続ける学び」に着目した。そのた

めに、本実践では学習内容を「自分ごと」と捉えさせるための工夫として、学習内容に対して自分にとっ

ての価値づけ・意味付けをする授業展開を考え、生徒の考えや問いが深まったかについて明らかにする。 

 

3.5.2 方法 

 実践③では、第 2学年の文系の生徒に対して、生物基礎「ヒトのからだの調節 情報の伝達と体内環境

の維持」の 1単元分（8時間）の授業実践を行った。８時間の学習内容について、表 3-8 に示す。 

 

表 3-8 ８時間の学習内容 

１時間目 情報を伝達するしくみ 

２時間目 体内環境の維持にはたらくさまざまな器官 

３時間目 体内環境の維持１（血糖濃度の調節） 

４時間目 体内環境の維持３（体液濃度の調節） 

５時間目 体内環境の維持２（体温の調節） 

６時間目 フィードバック 

 時間目 免疫① 

８時間目 免疫② 

 

実践③は、教科書に沿った展開ではなく、実習校で使用されている問題集を学習の主な教材として利用

し、その内容について復習するような展開で授業を行った。8 時間を通して、生徒の考えが深まったり、

問いが生まれたりするような授業を行うことができたか検討した。実践③で行った教材及び授業展開に

関する工夫は以下のとおりである。まず、8時間の学習を通して、「3.1 実践の目的」における「（３）自

分と生物の関係を意識し続ける学び」を実現するために、各授業の授業計画の段階において、各授業で学

習内容を自分ごとと捉えることができるような問いかけを準備し、そこから選んだものを実践で活用し

た。また、各時間の内容を吟味して教材や学習活動の工夫を行った。さらに、生徒が自分と生物の関係を

意識した結果として考えが深まったり問いが生まれたりするような成果が得られたのを検証するために、

毎回の授業の最後に「今日の授業を通して感じたこと・疑問に思ったことについて書こう！」について記

入させた。また、８時間の授業を終えた後に、考えが深まった授業や「自分ごと」と考えた授業について

のアンケートをとった。本実践では、各授業で工夫した活動における生徒のワークシートの記述や、感じ

たこと・疑問に思ったことについての生徒の記述と、アンケートの結果について分析し、実践内容の効果

を検討する。 

 まず、それぞれの授業計画の概要及び工夫した点について表 3-9 にまとめ、学習指導案（図 3-13）と

ワークシート（図 3-14）についても以下に示す。 
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＜1時間目：情報を伝達するしくみ＞（表 3-9-A） 

活動①、②において、実物大に近い大きさの脳と心臓のイラストが描いているワークシートを配布し、

生徒自身の体に照らし合わせ、自分の脳や心臓の大きさを確認させた。その後、脳の部位の名称とその役

割や、心臓における血液の流れやペースメーカーの位置などを確認した。また、活動③では運動時の脳と

心臓の関係について、図に言葉や矢印を記入し、自分の言葉でまとめる活動をさせた。最後に活動④で、

感じたこと・疑問に思ったことについて記入させた。1時間目において、準備した問いは以下のとおりで

ある。実際の授業で使用した問いについては太字で示す。学習指導案、ワークシートを図 3-13-A、図 3-

14-Aに示す。 

表 3-9-A 1 時間目の授業の流れと問いかけ 

学習展開の概要 

導入 問い①：ATP から発生するエネルギーは、筋収縮以外にどのような場面で利用されているだ

ろうか？ 

展開 問い②：脳の構造を理解しよう。（大脳、脳幹（間脳（視床、視床下部）、中脳、延髄）、小脳） 

活動①：実際のヒトの脳の大きさのワークシートに、脳の部位の名称とその役割をそれぞれ記

入させる。 

問い③：心臓は体のどこにあるのか。 

活動②：実際のヒトの心臓の大きさのワークシートに、血液の流れや動脈・静脈の位置、ペー

スメーカーの位置を記入させる。 

問い④：運動をする時、運動をやめる時の脳と心臓の関係について、図や言葉を使って自分の

言葉でまとめてみよう。 

活動③：心臓と脳（延髄）のつながりを意識させながら、「運動する」と「運動をやめる」か

ら心拍数が変化するまでの過程を、図や言葉を使って自分なりにまとめる 

まとめ 活動④：授業を通して感じたこと・疑問に思ったことについてワークシートに記入させる。 

 

〇準備した問い（授業に反映した問いは太字） 

・「情報」って何だろう。 

・大きな細胞はなぜないのだろうか。 

・運動をする時、運動をやめる時の脳と心臓の関係について、図や言葉を使って自分の言葉でまとめてみ

よう。→問い④ 

・神経系の種類を、図を使って分類してみよう。 

・脳の構造を理解しよう。（大脳、脳幹（間脳（視床、視床下部）、中脳、延髄）、小脳）→問い② 

・内呼吸と外呼吸の違いについて説明しよう。 

・心臓は体のどこにあるのか。→問い③ 

・２心房２心室になるまでにはどのような進化の過程を経ているのだろうか。 

・２心房２心室のメリットはなんだろう。 

・ATPから発生するエネルギーは、筋収縮以外にどのような場面で利用され 

ているだろうか？→問い① 
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＜２時間目：体内環境の維持にはたらくさまざまな器官＞（表 3-9-B） 

問い①の導入において、脳死について取り扱った。また、活動①、②、③では、腎臓におけるろ過を再

現した演示実験を行い、結果をふまえてろ過や再吸収における物質の移動について確認し、矢印や自分の

言葉でまとめさせた。最後に活動④で、感じたこと・疑問に思ったことについて記入させた。また、２時

間目において、準備した問いは以下のとおりである。実際の授業で使用した問いについては太字で示す。

学習指導案、ワークシートを図 3-13-B、図 3-14-B に示す。 

 

表 3-9-B ２時間目の授業の流れと問いかけ 

学習展開の概要 

導入 問い①：生物が 死ぬ”とは、どのような状態になることを指しているのだろうか。 

展開 問い②：腎臓はどのように物質を排出しているのだろうか。 

活動①：腎臓におけるろ過の過程に注目し、排出の仕組みや物質の移動について、自分の言葉

や図でまとめる。 

問い③：再吸収ではどのような物質の移動が行われているのだろうか。 

活動②：再吸収における物質の移動の様子をあらわした実験を行う。 

問い④：実験の結果からどのようなことが起こったと言えるだろうか？ 

活動③：腎臓における再吸収の過程に注目し、排出の仕組みや物質の移動について、自分の言

葉や図でまとめる。 

まとめ 活動④：授業を通して感じたこと・疑問に思ったことについてワークシートに記入させる。 

 

〇準備した問い（授業に反映した問いは太字） 

・海の魚や川の魚の腎臓はどのような機能をしているのか？ 

・サケやウナギのような海や川を行き来する魚類の腎臓の機能や体液調節はどのような特徴があるだろ

うか。 

・卵の中にいる状態の鳥類や爬虫類はどのように尿素を排出しているのだろう。 

・腎臓ってなんのための臓器？ 

・腎臓はどのように物質を排出しているのだろうか。→問い② 

・腎臓はネフロンによって効率よく物質を交換するために、表面積を増やすような役割をしている。その

ほかに表面積を増やすような構造の器官は何があるだろうか。 

・再吸収ではどのような物質の移動が行われているのだろうか。→問い③ 

・実験の結果からどのようなことが起こったと言えるだろうか？→問い④ 

・大腸や小腸ではどのように水分が吸収されているのだろうか？ 

・脳のどの部分の機能が停止したら 死”や 植物状態”と判断されるのだろうか。 

・生物が 死ぬ”とは、どのような状態になることを指しているのだろうか。→問い① 
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＜３時間目：体内環境の維持１（血糖濃度の調節）＞（表 3-9-C） 

活動①では、血糖濃度の調節のしくみについて、班で図を作成して復習する。活動②で糖尿病について、

インスリンに着目して黒板に図を書いて説明した。活動③では糖尿病の治療法について班で話し合いを

行い、クラス全体で共有した。最後に活動④で、感じたこと・疑問に思ったことについて記入させた。ま

た、３時間目において、準備した問いは以下のとおりである。実際の授業で使用した問いについては太字

で示す。学習指導案、ワークシートを図 3-13-C、図 3-14-C に示す。 

 

表 3-9-C ３時間目の授業の流れと問いかけ 

学習展開の概要 

導入 活動①：４、５人の班をつくり、血糖濃度の調節のしくみについて、ホルモンや神経、器官な

どを矢印で結び付けて関係図を作る。その後、班の中でインスリン、グルカゴン、アドレナリ

ン、糖質コルチコイドが作用する過程についてお互いに説明し合う。 

展開 問い①：糖尿病は何が原因で起こっているのだろうか。 

活動②：糖尿病の症状や合併症、Ⅰ型糖尿病とⅡ型糖尿病の違いなど、糖尿病について学ぶ。 

問い②：Ⅰ型糖尿病とⅡ型糖尿病には、それぞれどのような治療方法が考えられるだろうか？  

活動③：Ⅰ型糖尿病とⅡ型糖尿病では、それぞれどのような治療方法があるか考察し、班で話

し合いを行った後、クラス全体で共有する。 

まとめ 活動④：授業を通して感じたこと・疑問に思ったことについてワークシートに記入させる。 

 

〇準備した問い（授業に反映した問いは太字） 

・血糖値を下げるホルモンは 1種類なのに対し、なぜ血糖値を上げるホルモンは多くあるのか。 

・Ⅰ型糖尿病とⅡ型糖尿病には、それぞれどのような治療方法が考えられるだろうか？→問い② 

・血糖値は何によって決まるのだろうか。 

・糖尿病は何が原因で起こっているのだろうか。→問い① 

・糖尿病の何が問題なのだろうか。 

・血液に糖が多く存在していたらなぜ問題なのか。 
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＜４時間目：体内環境の維持３（体液濃度の調節）＞（表 3-9-D） 

 ４時間目は、養護教諭とチームティーチング形式で授業を行った。活動②で体内の塩分濃度の調節のし

くみについて説明し、水中毒と熱中症を例にして、体の中で塩分を調節するホルモンがどのように働いて

いるのかについて考えさせた。活動⑥では、熱中症の予防方法について考え、クラス全体で共有した。最

後に活動⑦において、授業を通して感じたこと・疑問に思ったことについてワークシートに記入させた。

４時間目において、準備した問いは以下のとおりである。実際の授業で使用した問いについては太字で

示す。学習指導案、ワークシートを図 3-13-D、図 3-14-D に示す。 

 

表 3-9-D ４時間目の授業の流れと問いかけ 

学習展開の概要 

導入 活動①：水中毒になる様子について紙芝居を行い、体調が悪くなった理由について考察する。 

展開 問い①：私たちは普段、どのように体液の濃度を調節しているのだろうか。 

活動②：バソプレシンと鉱質コルチコイドがはたらく仕組みについてそれぞれの過程を図に

まとめて理解する。 

問い②：水をたくさん飲んだとき、体液濃度を調節するホルモンはどのように変化をするだ

ろうか。 

活動③：水をたくさん飲んだ場合、体液濃度の調節に関わるホルモンはどのように変化する

か考察する。 

活動④：水中毒の症状やしくみ、実際の事例、治療法について、養護教諭からの説明を聞い

て学ぶ。 

活動⑤：熱中症になる様子について紙芝居を行い、体調が悪くなった理由について考察する。 

問い③：熱中症を予防するためにはどのような方法が考えられるだろうか。 

活動⑥：熱中症の予防法について、熱中症の時の体液の濃度を参考にして考察する。 

まとめ 活動⑦：授業を通して感じたこと・疑問に思ったことについてワークシートに記入させる。 

 

〇準備した問い（授業に反映した問いは太字） 

・海の魚や川の魚の腎臓はどのような機能をしているのか？ 

・サケやウナギのような海や川を行き来する魚類の腎臓の機能や体液調節はどのような特徴があるだろ

うか。 

・私たちは普段、どのように体液の濃度を調節しているのだろうか。→問い① 

・水をたくさん飲んだとき、体液濃度を調節するホルモンはどのように変化をするだろうか。→問い② 

・塩分を多くとった場合、体液濃度を調節するホルモンはどのように働くのだろうか。 

・熱中症とはどのような疾患なのだろうか。 

・熱中症を予防するためにはどのような方法が考えられるだろうか。→問い③ 
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＜５時間目：体内環境の維持２（体温の調節）＞（表 3-9-E） 

活動①で、氷水に入れた手と入れていない手で温度計を握り、温度を測定して比較することで、外の環

境に影響を受けない体温を、私たちの体はどのように維持しているのかという疑問を生徒に考えさせ、問

い①につなげる導入を考えた。問い②では、暑い時、寒い時に体に起こる反応について普段の生活を振り

返り、それらの反応が起こる仕組みについて、体内で働くホルモンと結び付けて復習した。活動④では、

高血圧の人にとって危険なサウナの入り方について、自分なりの図を用いて説明させ、隣の人とワークシ

ートを交代してコメントし合う時間を設けた。最後に活動⑤で、感じたこと・疑問に思ったことについて

記入させた。また、５時間目において、準備した問いは以下のとおりである。実際の授業で使用した問い

については太字で示す。学習指導案、ワークシートを図 3-13-E、図 3-14-E に示す。 

 

表 3-9-E 5 時間目の授業の流れと問いかけ 

学習展開の概要 

導入 活動①：氷水に入れた手と、入れていない手の温度を測り、温度にあまり変化が見られないこ

と確認する。 

展開 問い①：私たちは体温の恒常性をどのように維持しているのだろうか。 

問い②：暑い時・寒い時に体に起こる変化や動作にはどのようなものがあるだろうか。 

活動②：暑い時や寒い時に、体に起こる変化について話し合う。 

活動③：暑い時と寒い時に、体温の恒常性を保つために体の中で起こることについて図でまと

める。 

活動④：高血圧の人がサウナに入った後に水風呂に入ることが勧められていない理由につい

て図で表し、隣の人とワークシートを交代して、お互いにコメントする。 

まとめ 活動⑤：授業を通して感じたこと・疑問に思ったことについてワークシートに記入させる。 

 

〇準備した問い（授業に反映した問いは太字） 

・暑い時・寒い時に体に起こる変化や動作にはどのようなものがあるだろうか。→問い② 

・肝臓にはどのような働きがあるだろうか。 

・体はなぜ気温差に耐えられるのだろう。 

・神経系（中枢神経・末梢神経・体性神経系（感覚神経・運動神経）・自律神経系（交感神経・副交感神

経））を、図を使って分類してみよう。 

・寒い時・暑い時には、恒常性を保つためにどのようなはたらきが起こっているだろうか？ホルモンや自

律神経に注目して考えよう。 

・私たちは体温の恒常性をどのように維持しているのだろうか。→問い① 

・自律神経系と内分泌系にはどのような違いがあるのか。 

・風が涼しく感じるのはなぜだろうか。 

・冷たい川に飛び込んだ時に急激に体温が低下する原因は何か。 
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＜６時間目：フィードバック＞（表 3-9-F） 

表 3-9-F の導入ではスクワットジャンプを行い、心拍数の変化についてデータを取り、心拍数が上昇

した後に低下する機能に注目して授業を進めた。活動②、③では、具体例を用いて、フィードバックのし

くみについて復習した。また、「恒常性」のしくみの最後の内容であるため、「恒常性」というキーワード

について「フィードバック」という言葉を用いて説明する時間をとり、周りの人と共有する時間をとっ

た。最後に活動⑤で、感じたこと・疑問に思ったことについて記入する時間をとった。６時間目において、

準備した問いと学習指導案（図 3-13-F）、ワークシート（図 3-14-F）について以下に示す。 

 

表 3-9-F ６時間目の授業の流れと問いかけ 

学習展開の概要 

導入 問い①：日常生活において、どんな時に心拍数が上昇するだろうか。 

活動①：20・ 秒間ジャンプスクワットを行い、心拍数の変化をグラフで表して気づいたこと

や変化の様子をワークシートに記入し、フィードバックについて学ぶ。 

問い②：なぜこのようなグラフになるのだろうか。 

展開 問い③：恒常性を維持するために、フィードバックの機能はなぜ必要なのか。 

活動②：負のフィードバック、正のフィードバックについてそれぞれ理解し、糖質コルチコ

イドが作用する仕組みを例に負のフィードバックについて学ぶ。 

活動③：導入の活動において、フィードバックがどの場面ではたらくのか、心拍数の恒常性

を維持するはたらきについて振り返り、考える。 

問い④：・「恒常性」のはたらきについて、「フィードバック」という言葉を用いて説明してみ

よう。 

活動④：「恒常性」のはたらきについて、「フィードバック」という言葉を用いて説明する。 

まとめ 活動⑤：授業を通して感じたこと・疑問に思ったことについてワークシートに記入させる。 

 

〇準備した問い（授業に反映した問いは太字） 

・日常生活において、どんな時に心拍数が上昇するだろうか。→問い① 

・なぜ心拍数がグラフのように変化するのだろうか。→問い② 

・恒常性の維持するために、フィードバックの機能はなぜ必要なのか。→問い③ 

・恒常性の維持について、フィードバックという用語を用いて説明してみましょう。 

・フィードバックによってどのように恒常性が維持されるのか。 

・・「恒常性」のはたらきについて、「フィードバック」という言葉を用いて説明してみよう。→問い④ 
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＜ 時間目：免疫①＞（表 3-9-G） 

活動②では、ストローの先に紙で作った吹き矢を刺し、息の力で飛ぶ距離を確認することで、くしゃみ

や席の飛距離を実感させる活動を行った。また、活動③では動画を見て、物理的・化学的防御について振

り返りをした。活動⑤では、自然免疫における細胞のはたらくしくみについて、教科書を参考にして自分

なりの 4 コマ漫画を作った。この時、隣の人と担当する細胞を分け、活動⑥でお互いに見せ合う時間を

とった。最後に、活動⑦において、感じたこと・疑問に思ったことについて記入させた。 時間目におい

て、準備した問いは以下のとおりである。実際の授業で使用した問いについては太字で示す。学習指導案、

ワークシートを図 3-13-G、図 3-14-G に示す。 

 

表 3-9-G  時間目の授業の流れと問いかけ 

学習展開の概要 

導入 活動①：風邪や体調を崩した時の症状について考えたり、常在菌の数について知り、細菌や

ウイルスなどの病原体が身の回りに多く存在していることを理解する。 

問い①：私たちは、これらの病原体からどのように体を守っているのだろうか。 

活動②：ストローの先に紙で作成した矢をつけて、息を吹いて飛距離を見ることで、せきや

くしゃみがどれほど遠くに飛ぶかを実感する。 

問い②：くしゃみやせきはどのような役割を果たしているのだろうか。 

展開 活動③：皮膚、器官や消化管などの粘膜を具体例にして、物理的・化学的防御について振り

返る。 

活動④：自然免疫のしくみについて教科書 p.124 を参考にして振り返る。 

活動⑤：隣の人とペアになり、マクロファージと樹状細胞について担当を決め、細胞の役割

を説明する４コマ漫画かセリフを考えて記入する。 

活動⑥：隣の人とワークシートを見せ合い、お互いに描いた４コマ漫画かセリフを見せ合う。 

まとめ 活動⑦：授業を通して感じたこと・疑問に思ったことについてワークシートに記入させる。 

 

〇準備した問い（授業に反映した問いは太字） 

・身のまわりには、細菌やカビなどの微生物やウイルスが常に存在している。私たちは、これらの病原体

からどのように体を守っているのだろうか。→問い① 

・皮膚に傷ができると、しばしば赤くなってはれたり、熱や痛みをもったりする。このようにはれた部分

ではどのような反応が起こっているのだろうか。 

・くしゃみやせきはどのような役割を果たしているのだろうか。→問い② 

・スキンケアはなぜした方が良いのか。 

・生体防御とは何か。その仕組みを大きく 2つに分けて説明せよ。 

・傷口から病原体が侵入し、炎症が起こる流れについて説明せよ。 

・くしゃみとせきとしゃっくりは何が違うのか。 

・蚊に刺されたときに、なぜ赤くはれるのだろうか。 
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＜８時間目：免疫②＞（表 3-9-H） 

8 時間目では、予防接種をしたときの獲得免疫のはたらきについて考えることで、自分の体のはたらき

であることをより実感しやすいように工夫した。活動①、②で予防接種や獲得免疫の特徴について復習

した。活動③では獲得免疫における様々な細胞のはたらきについて、班で担当の細胞を分担し、自分の担

当した細胞のはたらきを４～６コマの漫画で表現させた。活動④では、違う班で同じ細胞の漫画を描い

た人と、担当した細胞の特徴を共有し、修正する時間をとった。最後に活動⑤で、同じ班の人と書いた漫

画を見せ合い、それぞれの細胞のはたらきを確認した。活動⑥では感じたこと・疑問に思ったことについ

て記入させ、活動⑦で 8 時間を振り返るアンケートを実施した。８時間目において、準備した問いは以

下のとおりである。実際の授業で使用した問いについては太字で示す。学習指導案、ワークシートを図 3-

13-H、図 3-14-Hに示す。 

 

表 3-9-H ８時間目の授業の流れと問いかけ 

 学習内容 

導入 活動①：８歳までに必要な予防接種（定期接種）の回数を学ぶ。 

問い①：予防接種をすることは、どのようにして病原体から私たちの体を守っているのだろ

うか。 

展開 問い②：なぜ免疫には自然免疫と獲得免疫２つが必要なのだろうか。 

活動②：獲得免疫のしくみについて教科書 p.128～129 を読み、獲得免疫の大切な特徴につ

いてクラス全体で振り返る。 

活動③：３、４人の班になり、予防接種のしくみについて理解し、弱い病原菌を体に入れた

ときのB細胞、ヘルパーT細胞、キラーT細胞のはたらきについて、それぞれの細胞の担当

を決め、４コマ漫画を考えて記入する。 

活動④：同じ細胞の説明を担当した人と集まり、お互いの４コマ漫画を見せ合うことで、自

分の４コマ漫画を見直す。 

活動⑤：班の人とワークシートを見せ合い、修正した４コマ漫画かセリフをお互いに見せ合

う。 

まとめ 活動⑥：授業を通して感じたこと・疑問に思ったことについてワークシートに記入させる。 

活動⑦：単元を通したアンケートを実施する。 

 

〇準備した問い（授業に反映した問いは太字） 

・インフルエンザなどの感染症にかかっても、多くの場合１週間を過ぎるころにはほぼ治る。これにはど

のような仕組みが働いているのだろうか。 

・もし B 細胞が、ヘルパーT 細胞による働きかけを必要とせず、自身の抗原認識のみで活性化するよう

な仕組みであったならば、生体にはどのような不都合が生じると考えられるだろうか。 

・アレルギーやワクチンなど、ヒトの健康にかかわる言葉を耳にすることがある。これらは免疫のしくみ

とどのように関係があるのだろうか。 

・なぜ自然免疫と獲得免疫の２つのシステムがあるのだろうか。→問い② 
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・病原体の侵入から排除に至る一次応答の過程において、キラーT 細胞と B 細胞はそれぞれどのように

はたらくのだろうか。 

・免疫に関する科学技術は実生活においてどのように応用されているのだろうか。 

・抗体検査のしくみとはどのようなものだろうか。 

・予防接種をすることは、どのようにして病原体から私たちの体を守っているのだろうか。→問い① 

・日常生活において、アレルギーやワクチンなど、ヒトの県境に関わる言葉を耳にすることがある。これ

らは免疫のしくみとどのような関係があるのだろうか。 

・インフルエンザのワクチンを毎年摂取する必要がある理由について考察してみよう。 

・mRNAワクチンはどのような仕組みではたらいているのだろうか。 
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図 3-13-A 実践③：1時間目の授業で用いた学習指導案 
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図 3-14-A 実践③：1時間目の授業で用いたワークシート 
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図 3-13-B 実践③：２時間目の授業で用いた学習指導案 
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図 3-14-B 実践③：２時間目の授業で用いたワークシート 
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図 3-13-C 実践③：３時間目の授業で用いた学習指導案 
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図 3-14-C 実践③：３時間目の授業で用いたワークシート 
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図 3-13-D 実践③：４時間目の授業で用いた学習指導案 
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図 3-14-D 実践③：４時間目の授業で用いたワークシート（１枚目） 
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図 3-14-D 実践③：４時間目の授業で用いたワークシート（２枚目） 
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図 3-13-E 実践③：５時間目の授業で用いた学習指導案 
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図 3-14-E 実践③：５時間目の授業で用いたワークシート（１枚目） 
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図 3-14-E 実践③：５時間目の授業で用いたワークシート（２枚目） 
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図 3-14-E 実践③：５時間目の授業で用いたワークシート（３枚目） 



84 
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図 3-13-F 実践③：６時間目の授業で用いた学習指導案 
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図 3-14-F 実践③：６時間目の授業で用いたワークシート（１枚目） 
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図 3-14-F 実践③：６時間目の授業で用いたワークシート（２枚目） 
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図 3-13-G 実践③： 時間目の授業で用いた学習指導案 
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図 3-14-G 実践③： 時間目の授業で用いたワークシート 
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図 3-13-H 実践③：８時間目の授業で用いた学習指導案 
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図 3-14-H 実践③：８時間目の授業で用いたワークシート 
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図 3-15 実践③：8時間目の後に実施したアンケート（１枚目） 
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図 3-15 実践③：8時間目の後に実施したアンケート（２枚目） 
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3.5.3 結果と考察 

a.考えの深まりに関するアンケート結果の分析 

 本実践では、「自分と生物の関係を意識し続ける学び」に着目した実践を行い、各授業で工夫した活動

における生徒のワークシートの記入内容の分析と、毎回の授業で行った「今日の授業を通して感じたこ

と・疑問に思ったことについて書こう！」の記入内容について分析した。まず、8時間目の後にとったア

ンケート（図 3-15）の結果について分析した。アンケートは、実践できた 3 クラス（117 名）から回収

できた。 

 

 図 3-16 では、アンケート（図 3-15）において、「①「ヒトのからだの調節」の授業の中で、最も自分

の考えが深まった授業はどれでしたか？最も当てはまるものに〇をつけてください。」「③・「ヒトのからだ

の調節」の授業の中で、「自分ごと」（自分の体や生活などと関連すること）として考えることができた授

業はどれでしたか？最も当てはまるものに〇をつけてください。」の問いについて、全クラスの生徒の回

答を集計し、グラフに表したものである。 

 

 

図 3-16 3 クラス分のアンケートにおける①と③の回答の割合（％） 

 

この結果から、①の回答で自分の考えが深まった授業に選んだ生徒数が最も多かった 3 時間目の「体

内環境の維持１（血糖濃度の調節）」の授業と、③の回答より、最も・「自分ごと」として考えることがで

きた授業に選んだ生徒数が最も多かった 5 時間目の「体内環境の維持２（体温の調節）」、①でも③でも

回答が多く見られた 8時間目の「免疫②」の 3時間分の授業について実践の結果を分析し、考察を行う。 
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b.授業実践の分析 

＜3時間目：体内環境の維持１（血糖濃度の調節）＞ 

 本授業はアンケート（図 3-15）の①の質問において３クラス（117 名）中 24 名（20.0・%）の生徒が、

学習内容を通して自分の考えが深まった授業に選んでいた。この人数はアンケートの①の質問において、

選んでいる生徒数が最も多かった授業であった。そのため、3時間目の授業を選択した生徒が記述したア

ンケートの②の質問「①の質問において、自分の考えが深まった内容について具体的に説明してくださ

い。」での記述について分析した。自由記述の回答に示された代表的な意見を抜粋して表 3-10 に示す。 

 

表 3-10 アンケートの②の生徒の記述  ３クラス 160 名の記述より抜粋 

① 私の中で、血糖濃度の調節に関する体のはたらきの部分に苦手意識があったのですが、授業やテ

スト勉強などを通して理解することができたと思うので、血糖濃度の調節のところが深まったと

思いました。 

② 班に分かれて、ホルモンの関係性を学べました。そして、インスリンの分泌の説明も図を使って分

かりやすかったので、すばやく理解できました。 

③ 血糖濃度が高い時、低い時ではたらくホルモンが異なっている仕組みを学ぶのがおもしろかった

です。 

④ 糖尿病の話があり、自分がなってしまうかもしれない病気と結び付けて考えることができたから。 

⑤ 糖尿病は誰でも起こる可能性があり、Ⅱ型になる原因が分かったから。 

⑥ Ⅰ型糖尿病とⅡ型糖尿病の原因の違いを理解することができたし、糖質は多すぎても少なすぎて

も体に良くないということが分かったから。 

⑦ 糖尿病になってしまったときは、すい臓ランゲルハンス島の B 細胞からインスリンの分泌があま

りできていないから、食後にインスリンの注射を行うという治療法が分かった。 

⑧ 血糖濃度の調整のために、食後にはランゲルハンス島 B 細胞からインスリンが出るが、Ⅰ型糖尿

病の人はインスリンが出にくいため、インスリンを注射しないといけないことが分かった。 

⑨ 糖尿病のところで、血糖値が高くなると、グルコースの再吸収が間に合わなくなって、グルコース

が尿中に排出されるようになるところ。 

⑩ 血糖値の勉強でⅠ型Ⅱ型糖尿病の違いが分かった。授業後も自分で調べたりして、Ⅱ型糖尿病へ

の理解を深めました。 

 

上記の意見について分析を行う。まず、①は学習内容を復習することでより理解できたという意見であ

る。このように、復習により理解が深まったと記述した生徒は多かった。②や③では血糖濃度の調節のし

くみについて振り返る活動によって理解が深まったという意見もあった。これは、表 3-9-C における活

動①の、班で血糖濃度の調節のしくみについて班で振り返る活動について記述している。④～⑩では、糖

尿病に注目していた。まず、④～⑥では、「自分がなってしまうかもしれない病気」「誰でも起こる可能性

があり」「糖質は多すぎても少なすぎても体に良くない」など糖尿病についての学習内容を自分と結びつ

けていた。これらの言葉から、生徒は糖尿病を自分の体と関連づけ、学習内容に対して価値づけを行った

のではないかと考えた。 
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⑦、⑧では表 3-9-C の活動③で、糖尿病の治療法について考えた活動を通して分かったことについて

記述している。この活動では班で話し合いを行ったり、班で出た意見をクラス全体で共有したりした。こ

のことから、生徒同士で意見を共有したことがきっかけとなり、生徒の考えが深まったではないかと考

えた。⑨や⑩はⅠ型糖尿病とⅡ型糖尿病の違いについて学習したことがきっかけで生徒の考えが深まっ

たということが分かった。Ⅰ型糖尿病とⅡ型糖尿病の違いについては、黒板を用いてⅠ型糖尿病とⅡ型

糖尿病の原因について、患者の体を模した図を使って説明したことで、生徒が違いについて明確に理解す

ることができたと考えられる。また、⑩の生徒については、糖尿病について自ら授業後も学習しており、

生徒の主体性を引き出すことができたと分かった。 

 

 3 時間目の授業において、感じたこと・疑問に思ったことについても分析を行った。生徒の代表的な回

答について表 3-11 に示す。ワークシートは実践できた 3クラス（113 名）から回収できた。 

 

表 3-11 感じたこと・疑問に思ったことについての生徒の記述  3 クラス 113 名の記述より抜粋 

感じたこと 疑問に思ったこと 

①１年生のときにやって忘れていた血糖濃度の調節の流れを

思い出し、糖尿病の原因を詳しく知ることができました。 

②恒常性によって人間の体は一定を保つように繋がっている

ということが分かりました。 

③私は甘いものが大好きでいっぱい食べるし、全然運動もし

ないので、糖尿病になりそうで怖いと思いました。 

④昔友達が糖尿病で、インスリンとかいう言葉を使っていて、

それを思い出した。当時はよくわからなかったけど、勉強し

て分かった。 

⑤糖尿病は将来的になってもおかしくない病気なので、今か

らでも対策をしていきたいです。 

⑥糖尿病にならないように、生活習慣を改善していきたい。大

人になっても、この単元で習ったことを忘れないようにし

たい。 

⑦糖尿病は糖の取り過ぎでなると思っていたけど、ちゃんと

正しく分かったのでよかったです。 

⑧糖尿病は完治することがあるのか。 

⑨インスリンはどうやって投与するの

か。 

⑩特茶は本当に効果があるのか疑問に

思いました。 

⑪Ⅱ型糖尿病について、脂肪がどの程

度だと反応が阻害されるのか疑問に

思った。 

⑫Ⅱ型糖尿病の原因が脂肪ということ

は分かったんだけど、1 型の人に比

べて肥満が多いのはなぜですか？ 

⑬Ⅰ型に予防法があるのか？ 

⑭祖父がなっているんですが後天的な

もののようです。しかし、インスリ

ンを投与しています。これはどっち

型でしょうか。 

  

表 3-11 の感じたこと・疑問に思ったことについて生徒が記入した内容について分析する。回収したワ

ークシートにおいて、３クラス全体のうち 29名（25.7・%）が記入なし、11名（9.7・%）の生徒が疑問を

記入していた。記入なしの人数が、他の授業よりも多くなった。これは３クラスとも、感じたこと・疑問

に思ったことについて記入する時間を、授業時間内に１分未満しかとることができなかったことが影響

していると考えられる。 
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まず、感じたことについて分析を行う。①のように、忘れていた内容を思い出したことや、糖尿病の原

因や予防法について理解したという感想が最も多くの生徒に見られた。②では「恒常性によって人間の体

は一定を保つように繋がっている」のように、血糖濃度の内容ではなく、単元の大部分を占めている「恒

常性」というキーワードについて記述している。このことから、「恒常性」についての理解が、本授業に

よって深まったということが考えられる。③や④では、「甘いものが大好きでいっぱい食べるし、全然運

動もしない」という自分の生活や、「昔友達が糖尿病で、インスリンとかいう言葉を使っていて、それを

思い出した」という自分の過去の経験に結びついている。このような記述から、学習内容と自分の身の回

りの生活とのつながりを意識していると考えた。⑤や⑥は、「今からでも対策をしていきたい」「大人にな

っても、この単元で習ったことを忘れないようにしたい」という言葉がある。自分のこれからの生活に学

習した内容を生かしたいという意思が見られることから、学習内容に対して意味付け・価値づけを行った

と見取ることができた。⑦では、「糖の取り過ぎでなると思っていた」という今までの自分の考えが、学

習によって変容していることが分かったため、生徒の考えや理解が深まっていると考えられる。 

次に、疑問に思ったことについて分析を行う。まず、⑧～⑩の疑問は、「完治する」というキーワード

から、治療に着目しているということが分かる。また、「投与する」「特茶」のようなキーワードは表 3-

9-Cの活動③のクラス全体で共有したときに出てきたキーワードである。このことから、表 3-9-Cの活

動③において治療法を考えた活動により生成された疑問であることが考えられる。⑪、⑫の疑問では共

通して「脂肪」というキーワードが見られた。これは表 3-9-Cの活動②において、黒板で図を用いて説

明した際に、脂肪というキーワードを提示したり、表 3-9-C の活動③でも脂肪に着目して治療法を考え

ている班が多く見られたことから、活動②、③が影響した疑問であると考えられた。また、⑬の疑問

は、治療法を考えた時に、「治療」という観点から「予防」という観点が生まれ、疑問につながったと

考えられる。⑭の生徒は「祖父」に関する身近な経験について、学習内容をもとに吟味していることが

分かる。自分の経験と学習内容が結びつき、学習内容との矛盾を感じたことで生まれた疑問であると考

えられる。 

 

活動②では、Ⅰ型糖尿病とⅡ型糖尿病の違いについて黒板を用いた図による説明を行ったが、導入で復

習した「インスリン」や聞きなじみのある「脂肪」などのキーワードが含まれていたことから、生徒の印

象に残ったのではないかと考えた。 

「完治する」「投与する」「特茶」のような表 3-9-C の活動③で出てきたキーワードが疑問に見られた

ことから、糖尿病の治療法を考え、話し合いや発表によって意見を共有する活動が生徒の考えの深まりや

疑問の生成に影響していたと考えられた。 

「昔友達が糖尿病で」や「祖父がなっているんですが」などの言葉の記述があった。さらに、「糖尿病

になりそうで怖い」「対策をしていきたい」「生活習慣を改善していきたい」というこれからの自分の生活

を見据えた意見の記述もあった。糖尿病という疾患は他の疾患に比べて心理的・物理的に身近である。そ

のため、身の回りで糖尿病を患っている人との結びつきや、自分の知っている知識との違い、これからの

自分の生活を意識することによって、生徒が学習内容を自分ごとや身近なこととして捉えやすい。このよ

うに身近で生徒の経験と結びつきやすい話題を授業に取り入れることによって、考えや学習内容の理解

がより深まり、疑問が生まれ、「自分と生物の関係を意識し続ける学び」を実現しやすいのではないかと

考えた。  
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＜５時間目：体内環境の維持２（体温の調節）＞ 

本授業は、アンケート（図 3-15）の③の質問において３クラス（117 名）中 33 名（27.5・%）の生徒が、

学習内容が「自分ごと」（自分の体や生活などと関連すること）として考えていた。これは、アンケート

の③の質問において、選んでいる生徒数が最も多かった授業であったため、分析の対象として本授業を選

んだ。そのため、５時間目の授業を選択した生徒が記述した、アンケートの④の質問「③の質問において、

「自分ごと」として考えることができた内容について具体的に説明してください。」での記述について分

析した。自由記述の回答に示された代表的な意見を抜粋して表 3-12 に示す。 

 

表 3-12 アンケートの②の生徒の記述  ３クラス 117 名の記述より抜粋 

① 身近な例を挙げてくれることによって自分ごととして考えることができた。 

② 個人的ですが、自分、サウナが好きなので、サウナの話題が強く印象に残っています。 

③ 前に出て実験していたのを見て自分の事として見ることができたし、運動時にも考えられるよう

になりました。 

④ 自分は陸上をしていて、よく体温の変化が激しいなと感じるから。 

⑤ 今、寒いから。（一番身近だった）朝学校に行くまでに寒い思いをしてる時に体はこんなことをし

て私の体を温めてくれようとしていると知ってすごいと思った。 

⑥ 寒い時も暑い時もなぜ震えるのかと自分のことを通して考えることができた。鳥肌の原理なども

知れて自分って今立毛筋が頑張っているんだ！！と自分の生活の中で学んだことを意識できるよ

うになった。 

⑦ 体温の調節は健康を維持するためにも大切だから。 

 表 3-12 における記述について分析を行う。まず①では、「身近な例」が自分ごとと感じることができ

た理由であると述べられていた。②の生徒は、「サウナの話題が強く印象に残っています」と記述してい

ることから、①の生徒が「身近な例」と述べていた一つにサウナの話題が含まれている可能性があると考

えられる。また、③では「前に出て実験していたのを見て」という記述がある。これは表 3-9-E の活動①

の授業の導入を通して、クラスメイトが実際に体温の恒常性を体感している様子を見たことが「自分ご

と」に結び付いたということが分かった。また、③の生徒の意見にある「運動」や、④の生徒の「陸上」

などの記述から、生徒の日常生活の具体的な例と結びついたことが「自分ごと」として考えるきっかけに

なったと考えられる。④では「今、寒いから」「寒い思いをしている時」というように、直近の経験と学

習内容の結びつきが「自分ごと」につながっていると見取ることができる。さらに「私の体を温めてくれ

ようとしていると知ってすごい」という記述から、寒い時に自分の体で起こる反応について学習した内容

を価値づけしていると考えられる。 

 また、⑥の生徒は「自分」という言葉を多用している。よって、この生徒は「自分」と学習内容を結び

付け、自分ごととしてとらえることができたのではないかと考察することができる。⑦では「健康」とい

うキーワードが挙げられていた。自由記述の内容ではあるが、「自分ごと」と考えることができた理由と

して「健康」のキーワードが挙げられているため、「健康」と結び付けることも「自分ごと」として考え

るために大切な要素になると考えられる。また、「大切だから」という記述から、学習内容を自分の生活

の中でとらえなおし、生徒自身で価値づけ・意味付けを行ったと考えられる。 
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これらの考察から、本授業が「自分ごと」と考えることができた授業に選ばれた要因として、「体

温」は実感しやすい対象であったことが考えられる。また、「体温」に関する学習内容が生徒自身の日

常での出来事や経験、実感したことと結びつきやすい学習内容であり、これを通して生徒が学習内容を

価値づけ・意味付けしていたことが考えられる。 

 

本時の概要を示した表 3-9-E の活動④において、「高血圧の人はサウナに入った後に水風呂に入るこ

とが危険な理由について、図を用いて表してみよう！」という課題を提示し、生徒にその理由を図や言

葉で説明させた。この時、教師が「絵や矢印、言葉を使って自由に表してみよう」と付け加えた。そし

て、隣の人の説明についてコメントをするという活動を行った。生徒の書いた図と記述の例を図 3-17

に示す。ワークシートは実践できた 3クラス（117 名）から回収できた。 

 

 

図 3-17 生徒の記述における具体例 
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 生徒の記述を分析する中で、「人」の絵を用いた記述と、「血管」を用いた記述が多く見られたため、

これらについて分析を行った。「人」の絵を記述した生徒は 117 名中 18名（15.4・%）であった。この活

動では教師は人の絵を描くような指示を行っていない。しかし、図 3-17 の例にあるように、生徒は人

の姿を描き、高血圧の人がサウナに入った後に水風呂に入るという状況において、体内で起こる反応と

人に現れる症状を結びつけた記述があった。これらの結果から、「自分ごと」と考えやすいコンテンツ

である本授業の内容に加え、サウナという身近な例を取り入れたことで、学習した内容と「人」との結

びつきを考えるきっかけになったということが考えられる。表 3-12 の②の意見でも「サウナが好きな

ので、サウナの話題が強く印象に残っています」と記述されていて、活動④によって自分との関係を意

識して人の図を描いた生徒もいたのではないかと考えた。 

また、図 3-17 のように、「血管」の絵を記述した生徒は 117 名中 77 名（65.8・%）であり、半数を超

える生徒が図に記述していた。血管の絵については、この活動の最初に血管の断面をあらわす絵を黒板

に示したため、提示した図を参考にして血管の図を記述した生徒が多くなったと考えられる。 

これらのワークシートの記述から、「人」との結びつきを考える活動を取り入れたことで、生徒が自

分との関わりを意識する機会となり、学習内容に対して価値づけ、意味づけをしたり、「自分ごと」と

して考えることができたと考察できる。 
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 ５時間目の授業において、感じたこと・疑問に思ったことについても分析する。表 3-13 では、3 クラ

スから 5名の意見の例を抜粋した。 

 

表 3-13 感じたこと・疑問に思ったことについての生徒の記述  3 クラス 117 名の記述より抜粋 

感じたこと 疑問に思ったこと 

①恒常性を保つために体では多くのことが起こ

っているとわかった。 

②サウナに入るときは気を付けようと思った。 

③サウナの話を学んでおじいちゃんとかが冬に

お風呂に入るときも危なそうだなと思いまし

た。 

④暑いとき、寒いときによって、血管が拡張・収

縮するということなどが改めて分かりまし

た。拍動などと血管は逆のイメージを持ちや

すかったので、間違えないようにしたいです。 

⑤体内の環境を一定に保つだけではなくて、体

外の環境に合わせて、体内を変化させること

も恒常性なんだなと思いました。 

⑥暑い時よりも寒い時の方が体中で様々なことが起

きている？ 

⑦寒くないのに感動したときなどに鳥肌が立つのは

何でだろう？ 

⑧寒くなるとトイレが近くなるのか疑問に思いまし

た。 

⑨冬は恋におちやすいのか。 

⑩人間の暑い時、寒い時に体温を調節する仕組みは

分かったけど、他の動物はどうなのか疑問に思っ

た。 

⑪変温動物の体の仕組みについても知りたいです。 

⑫逆に低血圧の人がサウナに入り、水風呂につかる

のはどうなるか気になります。 

 

回収したワークシートにおいて、３クラス全体のうち 29名（25.7・%）が記入なし、11名（9.7・%）の

生徒が疑問を記入していた。記入なしの人数が、３時間目の授業と同様に多かった。これは b 組におい

て、感じたこと・疑問に思ったことについて、授業時間内に記入する時間を１分未満しかとることができ

なかったことが影響していると考えられる。表 3-13 の感じたこと・疑問に思ったことについて生徒が記

入した内容について分析する。 

 

まず、感じたことについて分析する。①、④、⑤は学習全体を通して感じたことについて、②、③は表

3-9-E の活動④のサウナの話題と関連づけた活動を通して感じたことであると考えられる。 

①の記述では、「体では多くのことが起こっているとわかった」という記述があった。このように「分

かった」「忘れていた部分を思い出すことができた」などの記述は他の生徒にも複数名見られた。今回の

学習内容は復習であることから、「恒常性」や体温調節のはたらきを再確認することができた、思い出す

ことができたという記述が多く見られた。 

②では、「気を付けようと思った」という言葉から、サウナに関する学習を通して自分の生活や体と結

びついていることが分かる。また、生徒のこれからの生活に目を向けていることから、生徒が学習内容を

生活にあてはめて意味づけしていたと考えられる。また、③では「おじいちゃんとかが冬にお風呂に入る

とき」という言葉がある。本授業では「おじいちゃん」についての情報提示を行っていないことから、学

習内容が身近な人と結びつくことで、日常生活における注意点を見出していることが分かる。 
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④では、「拍動などと血管は逆のイメージを持ちやすかったので、間違えないようにしたいです」とい

う記述から、今までの生徒自身の知識や生活でのイメージと学習との矛盾に気づき、生徒の知識や考え

が変容し、学習に対する理解を深めることができたと見取ることができる。⑤では、学習前は「恒常性」

というキーワードの認識が「体内の環境を一定に保つ」だったが、学習を通して「体外の環境に合わせて、

体内を変化させること」という新しい認識を生徒が得ることができたと考えられる。④や⑤の意見では、

学習前に持っていた自分の認識や考えが、学習によって変容したと考えられる。 

 

次に、疑問に思ったことについて分析する。⑥～⑪は学習全体を通して感じたことについて、⑫は表 3-

9-E の活動④のサウナの話題を用いた活動を通して感じたことであると考えられる。 

⑥では「暑い時よりも寒い時の方が」という記述があり、暑い時に体に起こる反応と寒い時に体に起こ

る反応を比較することで生まれた疑問であると考えられる。⑦の「鳥肌」に関する疑問は、寒い時に「鳥

肌」が起こるという反応を授業で取り扱ったことから疑問をもったと考えられる。⑧では「寒くなるとト

イレが近くなる」という記述がある。この「トイレが近くなる」という体に起こる反応については授業内

で取り扱っていない。よって、寒い時に体に起こる反応について表 3-9-E の問い②や活動②で考え、話し

合いをした場面や、活動③を通して体で起こる反応を教師が説明する過程で、日常生活を振り返ることで

生じた疑問であると考えられる。また、⑨の「恋」については授業内で扱っていないため、表 3-9-E の活

動③が関係していると考える。⑥～⑨の疑問は、特に表 3-9-E の活動③において、暑い時、寒い時に体に

起こる反応について黒板に図で表し、クラス全体で確認した活動がきっかけで生まれた疑問であると考

えられる。 

⑩や⑪の疑問では、「他の動物」「変温動物」という記述がある。変温動物や他の動物について授業で提

示していないことから、生徒が学習を通して、日常生活に加え、今までに学習した知識と結び付けたこと

で生じた疑問であると考えられる。 

 

これらの分析から、表 3-9-E の活動④において、暑い時と寒い時に体に起こる反応をまとめた際に、自

分の生活や今までに学習したことと自分を結びつけることで、学習内容に対して価値づけや意味づけを

行い、考えを変化させたり、疑問をもったりすることができるということが分かった。また、感じたこ

と・疑問に思ったことを記入する時間をとったことで、自分の生活や今までの認識、学習したことを振り

返る時間になったと考えられる。自分と生物の関係を意識し続ける学習を行うためには、学習を通して生

徒自身の考えや問いを見つめなおす時間を授業内に組み込むことが大切であると考えられる。 
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＜8時間目：免疫②＞ 

アンケート（図 3-15）の①の学習内容を通して自分の考えが深まった授業を選ぶ質問において 117 名

中 21 名（17.5・%）の生徒が本授業を選んでいた。また、③の学習内容が「自分ごと」（自分の体や生活

などと関連すること）として考えていた授業を選択する質問において 117 名中 18名（15.0・%）の生徒が

本授業を選んでいた。これは、アンケートの①の質問においては２番目に、③の質問においては３番目に

選んでいる生徒数が多かった授業であったため、分析の対象として本授業を選んだ。 

８時間目の授業を選択した生徒が記述した、アンケートの②の質問「①の質問において、自分の考えが

深まった内容について具体的に説明してください。」における記述と、④の質問「③の質問において、「自

分ごと」として考えることができた内容について具体的に説明してください。」における記述について分

析した。自由記述の回答に示された代表的な意見を抜粋して表 3-14、表 3-15 に示す。 

 

表 3-14 アンケートの②の生徒の記述  ３クラス 113 名の記述より抜粋 

① 教科書を読んで頭を整理し、４コマ漫画を描いたことで理解度が深まった。 

② まんがを描くことで自分なりに理解が深まったし、いろんな人たちのも見ることで新たな視点に

気づけたりしました。楽しく授業を受けることができました。 

③ ４コマ漫画で説明したから。どのようにしたら伝わりやすくなるのか考えるために、教科書を読

み込むことで、自分も深く知ることができた。 

④ 導入が分かりやすく、聞きたい！と思える授業で、身近な話題を例として挙げていてよい。 

 まず、②の質問「①の質問において、自分の考えが深まった内容について具体的に説明してください。」

における記述について抜粋したものを表 3-14 に示し、これらの意見について分析する。①～④のどの意

見でも漫画についての記述があった。これは表 3-9-H の活動③～⑤を指している。ここでは、獲得免疫

における 3 種類の細胞のはたらきについて、班で分担して自分の担当する細胞を決め、そのはたらきに

ついて漫画を用いて示し、お互いの漫画を見せ合う活動を行った。「漫画（まんが・マンガ）」というキー

ワードは、アンケートの①の質問において本授業を選択した生徒（18 名）のうち、8 名（44.4・%）の生

徒が記述していた。このことから、漫画を描く活動が生徒の考えや理解の深まりにつながっていたという

ことが分かった。 

①には「教科書を読んで頭を整理し」「理解度が深まった」という記述があった。このように、学習内

容に対する理解が深まったという記述が多く見られた。生徒の記述から、教科書を読むことで復習する

ことができ、漫画を描いて知識をアウトプットすることで理解が深まったと考えられる。②では、「いろ

んな人たちのも見ることで新たな視点に気づけたりしました」という記述があった。このことから、他の

生徒との話し合いや意見を共有する場において新たな視点を得たり、自分の考えが変容したりすること

で、学びの深まりにつながったと考えられる。③では「どのようにしたら伝わりやすくなるのか考えるた

めに、教科書を読み込むことで、自分も深く知ることができた」と記述していた。班で自分の担当する細

胞を分担して決めたことで、自分の班の人にもわかるように説明するという責任感が生じ、自分の理解や

考えを深めるための学習の意欲につながったと推測できる。④では、「導入が分かりやすく」「身近な話題

を例として挙げていて」という記述がある。導入では、今まで受けたことのある予防接種を話題にした。

よって、教師の身近で具体的な経験に関する話題提供によって学習意欲が高まったと考えられる。 
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 次に、８時間目の授業を選択した生徒が記述した、アンケートの④の質問「③の質問において、「自分

ごと」として考えることができた内容について具体的に説明してください。」における回答を分析した。

表 3-15 では 3クラスから 4人の意見を抜粋し、これらの意見について分析する。 

 

表 3-15 アンケートの④の生徒の記述  ３クラス 113 名の記述より抜粋 

① 予防接種のことが特に自分ごととして捉えることができたし、病気や感染症を予防するためにも

しっかり勉強したいなと思った。 

② 以前から風邪をひきやすかったので、なった後の免疫はどのように働いているのかということ。 

③ 体温の調節は健康を維持するためにも大切だから。 

④ 自分が風邪になった時にどう過ごすべきかを考えることができた。 

 

 まず、①の意見では、「予防接種」について記述していた。「予防接種」というキーワードは、アンケー

トの③の質問において８時間目を選択していた生徒（18名）のうち 10名（55.6・%）の生徒が記述してい

た。「予防接種」というキーワードはアンケートの②の質問の考えが深まった理由についての記述にも見

られたが、１名（4.76・%）のみであった。このことから「予防接種」に結び付けた学習の展開により、生

徒は学習内容を自分ごとと捉えやすくなったのではないかと考える。また、「病気や感染症を予防するた

めにもしっかり勉強したい」という記述がある。学習内容を病気や感染症の予防のために学習するとい

う、学習に対する価値づけ・意味づけを行っていることが分かる。 

 ②の意見では、「以前から風邪をひきやすかった」という自分の経験が思い出され、学習内容と結びつ

けていることが分かる。また、③の意見では「健康を維持するためにも大切だから」という記述から、健

康のために学ぶという学習内容についての意味付け・価値づけを行っていることが読み取れる。④は「自

分」というキーワードが用いられていることから、④の生徒は風邪をひいた場合について自分ごととして

考えていることが分かる。また、「どう過ごすべきか」という記述から、学習内容を生活と結び付けてい

るということが考えられる。 

 

 表 3-14、の①の「教科書を読んで頭を整理し、４コマ漫画を描いたことで理解度が深まった」という

記述から、獲得免疫について復習し、漫画によってアウトプットを行ったことが学びの深まりにつながっ

たと考えられる。また、「新たな視点に気づけたりしました」「どのようにしたら伝わりやすくなるのか」

などの記述から、漫画について意見交換をする時間によって、生徒は自分の考えや理解を深めることがで

きたということが分かった。また、生徒に身近な「予防接種」を学習内容と結び付けることにより、学習

内容を自分ごととして捉えやすくなったと考えることができた。免疫に関する学習内容は自分の「健康」

や「風邪」などの生活に結び付きやすく、表 3-15 の意見の「予防」という観点でも学習内容を捉える生

徒がいたことから、生徒が学習内容に対して価値づけ・意味付けをしやすく、「自分ごと」として捉える

生徒が多くなったと考えられる。 
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 アンケートの結果において漫画についての記述が多く見られたため、生徒が記述した漫画についての

分析を行った。表 3-9-H の活動③～⑤の漫画を記述する活動の生徒の漫画について分析する。キラーT

細胞、B細胞、ヘルパーT細胞の３つの細胞について班の中で担当を決め、分担して漫画を描いたため、

それぞれの細胞の記述について分析を行った。生徒の記述例について図 3-18～図 3-20 に示す。 

 

 

図 3-18 キラーT細胞を担当した生徒の記述例 

 

 

 

図 3-19 B細胞を担当した生徒の記述例 

 

 

 
図 3-20 ヘルパーT細胞を担当した生徒の記述例 

 

  

① ② 

① ② 

① ② 
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ワークシートは３クラス（109 名）から回収した。そのうち、キラーT 細胞を担当した生徒は 38 名、

B 細胞を担当した生徒は 37 名、ヘルパーT 細胞を担当した生徒は 34 名だった。書き込む時間が足りな

かったと考えられる記述の生徒も見られたが、109 名の生徒全員が漫画を記述しており、記入なしの生徒

は見られなかったことから、生徒が積極性をもって活動に取り組んでいたということが分かった。 

生徒の記述を分析すると、図 3-18 の①や図 3-19 の①、図 3-20 の①の生徒のように、細胞の形や細胞

が増殖する様子、病原体の形などにおいて、教科書の図に似たイラストを記述している生徒が多く見られ

た。このことから、参考にできるイラストなどの提示を行うことで、生徒が活動に取り組みやすくなった

のではないかと考えた。 

図 3-18 の②生徒は、キラーT細胞の目を特徴的にすることでキラーT細胞をキャラクター化している。

また、図 3-19 の②の生徒は、B細胞が分化した抗体産生細胞が料理をしており、抗体を作っている場面

を表現している。これらの生徒は担当する細胞の特徴を理解したうえで、キャラクター化する際に自分の

知識を噛み砕いて、見つめなおし、表現したものであると考えられる。よって、キャラクター化するとい

う活動によって、自分の知識を見つめなおす時間になっていたということが考えられる。 

図 3-20 の②の生徒は、ヘルパーT細胞によって他の細胞が活性化される場面を、セリフを加えて表現

している。活性化する場面は他の細胞を担当している生徒の記述にも見られ、それぞれの表現方法で活性

化を書き表していた。そのほかにも増殖や病原体を攻撃する様子などを記述している生徒が多く見られ

た。このことから、本授業の学習内容が漫画で表現することに適しており、生徒が積極性をもって活動に

取り組んだ理由の一つでもあるのではないかと考えた。漫画の記述から生徒が学習内容を価値づけ・意

味づけしている様子は分からなかったが、生徒が学習活動に対して積極的に取り組んでいたことから、生

徒の主体性を引き出すことができたと考えられる。 
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 ８時間目の授業において、感じたこと・疑問に思ったことについても分析を行った。表 3-16 では生徒

がワークシートに記入した内容について 10 名の生徒の意見を抜粋した。また、ワークシートは、実践で

きた 3クラス（108 名）から回収できた。 

 

表 3-16 感じたこと・疑問に思ったことについての生徒の記述  3 クラス 10 名の記述より抜粋 

感じたこと 疑問に思ったこと 

①自己免疫疾患という言葉は覚えていたが、その原因と

なる免疫寛容という言葉は忘れていたので復習できて

よかったです。 

②ヒトのからだは１０⁹～１０¹⁰種類もの抗体をつくるこ

とができるということに驚きました。また、他の人と４

コマを見せ合ったことで、新しい表現の仕方を知れた

のでよかったです。 

③先日自分はインフルエンザの予防接種を受けて、その

理由がしまっていた抗体産生細胞や T 細胞をおこすこ

とだと分かった。 

④ワクチンを打つのは嫌いだったけれど、ワクチンをし

た後の体のしくみなどを知れて仕組みが分かったの

で、自分の体を守るためにもちゃんと打とうと思った。 

⑤ワクチンは本当にウイルスにかかった時にどうするか

細胞たちに予習させているのと同じなのだと思った。 

⑥どうやったら記憶できるんだろうと思っ

た。脳でも歴史とか生物とかの単語を覚

えるのが大変なのにな。 

⑦細胞がそのようなはたらきをすることは

分かったが、細胞に脳があるのか？なぜ

ここまで役割を理解しているのか。 

⑧ヘルパーT 細胞が感染部位で食作用や細

胞の働きを増強すると書いてあるけど、

どうやって増強させているのかなと思い

ました。 

⑨ヘルパーT細胞はB細胞の活性化とは具

体的にどうなるのかが気になった。 

⑩「記憶細胞として長期的…」の長期的っ

てどのくらいなんですか？ 

 

回収したワークシートにおいて、３クラス全体のうち 1名（1.4・%）が記入なし、16名（17.8・%）の生

徒が疑問を記入していた。本授業ではどのクラスも「感じたこと・疑問に思ったこと」についての記述の

時間を約５分とることができたため、記入なしが少なかったと考えられる。また、疑問を記述した生徒数

は８時間を通して最も多い授業であった。 

まず、感じたことについての分析を行う。①のように忘れていた言葉や内容を「復習できてよかった」

という記述が最も多かった。また、②の生徒の記述にある「ヒトのからだは１０⁹～１０¹⁰種類もの抗体

をつくることができるということに驚きました」のような、「１０⁹～１０¹⁰種類もの抗体」についての感

想を記述している生徒が多かった。この内容は、教師が授業の中で「こんなにたくさんの抗体を作ること

ができるって、ヒトの体はすごいね」のような、抗体の多様性について強調する言葉かけがあったため、

それが影響している可能性があると考えた。 

③の生徒は「先日自分はインフルエンザの予防接種を受けて」と記述していた。本授業の導入で予防接

種の内容を扱ったことにより、学習内容と生徒の「先日」の経験が結びついたと読み取ることができる。

また、④では「ワクチンを打つのは嫌いだったけれど」「自分の体を守るためにもちゃんと打とうと思っ

た」という記述がみられ、ワクチンに対する生徒の考えの変容が見られた。この記述から、学習内容によ

って「ワクチン」に対する生徒の中の価値づけが行われていることが分かる。 
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⑤では、「細胞たちに予習させているのと同じなのだと思った」という記述があった。「予習」という

キーワードは普段人に用いられる言葉であるが、⑤の生徒は細胞に対して用いている。このことから、

生徒は漫画を描いて、細胞を擬人化したりキャラクター化したことによって、「予習」という言葉を細

胞に用いたと考えられる。また、⑥の疑問の「どうやったら記憶できるんだろう」「脳でも歴史とか生

物とかの単語を覚えるのが大変なのにな」という記述や、「細胞に脳があるのか？なぜここまで役割を理

解しているのか」という記述についても、漫画で表した際に細胞を擬人化・キャラクター化したことか

ら生じた疑問であるということが考えられる。これらの記述から、漫画によって細胞を擬人化・キャラ

クター化したことにより、学習内容をより身近に感じることができているのではないかと考えた。 

⑧では「どうやって増強させているのかなと思いました」という記述が見られ、⑨では「細胞の活性化

とは具体的にどうなるのかが気になった」という記述があった。これらはどちらもヘルパーＴ細胞に関す

る記述である。また、ヘルパーT細胞のはたらきについて、クラス全体で教師から詳しく説明した話題で

はない。このことから、個人で漫画を描いたり、お互いに見せ合って意見交換をしたりする活動を通して、

ヘルパーＴ細胞のはたらきに対する理解が深まり、そのはたらきに興味をもったことで生じた疑問であ

ると考えられる。⑩の「長期的ってどのくらいなんですか？」という疑問についても、記憶細胞に関する

疑問であるが、記憶細胞についてはクラス全体で教師からの説明はなかったため、個人の漫画を描く学

習や話し合いを通して興味をもち、生じた疑問であると考えられる。 

 

「予防接種」や「ワクチン」と学習内容を関連付ける導入により、自分の経験や考えと学習内容を結び

付けることができた。これにより、表 3-16 の④のような「自分の体を守るために」のような生徒の考え

の変容が見られ、学習内容を価値づけ・意味づけすることができていることが分かった。また、漫画を記

述する活動により細胞を擬人化したり、キャラクター化したりすることで、生徒が獲得免疫ではたらく

細胞に対してより身近に感じることができ、「予習」「脳があるのか」などの人に対して使われるような言

葉を用いた疑問が生じたと考えられる。さらに細胞のはたらきについての理解も深まったことにより、

はたらきに着目して生じた疑問も見られたと考えられる。 

8 時間目が「自分の考えが深まった」授業や、「・「自分ごと」として考えることができた」授業として選

ばれた理由として３つ考えられる。自分と結びつきやすい学習内容、「予防接種」という身近なものを取

り扱った導入、漫画を描く活動や他の生徒と描いたものを共有する活動の３点である。学習内容に関して

は授業ごとに変化するが、導入の工夫や、学習活動において生徒が積極的に取り組む活動に話し合いを組

み込む工夫を行うことは、「自分と生物の関係を意識し続ける学び」を実現するために必要なことである

と考察できる。 
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第４章  

 

4.1 総括および省察 

 本研究では、生徒が学習内容を「自分ごと」と捉えるための工夫を各実践において取り入れ、分析を行

った。そのため、各実践ごとに結果を分析し、省察する。 

 

＜実践①＞ 

 実践①では、「（２）生徒が自分の考えを変化させたり、深めたりする学び」に着目し、生徒の考えや問

いを自分の経験や意志決定につなげる授業展開を考え、実践を行った。３時間を通してゲノム編集技術と

いうテーマにおいて、「食品」「ヒト」「自分の子ども」の３つの観点からゲノム編集技術の使用に対する

意見をしたり意思決定を行う授業展開で実践した。１時間目では賛成意見が多かったのに対し、２時間

目や３時間目になり、話題がヒトや自分とのつながりがある話題に対する意見ではどちらとも言えない

という意見が増え、３時間目になるにつれて生徒が意見・意思決定するときに慎重になったと考えられ

る。これは、３時間かけてゲノム編集技術の実際の利用についての情報を得たことから、生徒が意見する

ために考える材料が増え、それをもとに自分の考えを見つめなおし、変化させたり、話し合いなどによっ

て自分の意見を深めることができたということが考えられる。生徒が自分の考えを見つめなおすために

は、同じテーマについて、調べ学習や教師から資料を提示することによって様々な視点から情報を得て、

自分の考えや問いを見つめなおし、吟味する活動を行うことが大切であるということが分かった。 

 

＜実践②＞ 

実践②では、「（１）生徒が自発的に疑問をもつような学び」に着目し、生徒が学習する意味を見出す授

業展開を考え、実践を行った。本実践では教科書の内容に沿った授業を行い、どの授業でも話し合いを取

り入れた活動と、疑問に思ったことについて記述する活動を取り入れ、ワークシートに記述された疑問

について分析した。まず「植生と遷移 バイオーム」の授業では、教科書に示された資料を読み取って話

し合いをする活動から生じた疑問が見られた。資料の読み取りは生徒が主体となって進める活動であっ

たため、この活動から生じた疑問は生徒が自発的に生じた疑問であると考えられる。次に「動物の反応と

行動 刺激の受容と反応」の授業では、学習内容と生活と結びつけるために具体的な疾患を例に、体で起

こっている反応について考え、話し合いをする活動を行った。この活動を通して生じた疑問が多く見られ

たため、学習内容を生活と結びつけることで疑問をもちやすくなるのではないかと考えた。最後に「生物

の系統と進化 人類の系統と進化」の授業では、ホモ・サピエンスが生き残った理由について、教科書の

資料や教師が提示した資料について話し合いをする活動を行った。この活動を通して生じた疑問が多く

見られ、資料の内容から生じた疑問や、生徒の意見に対する疑問が見られた。３つの授業を通して、生徒

が学習する意味を見出している記述は見られなかった。しかし、教師の提示する資料と、資料の理解を深

めたりお互いの考えたことを共有するための話し合いを行うことが、生徒の疑問につながっているとい

うことが分かった。 
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＜実践③＞ 

実践③では、「（３）自分と生物の関係を意識し続ける学び」に着目し、生徒が学習内容に対して自分に

とっての価値づけ・意味付けをする授業展開を考え、実践を行った。本実践では、教科書に沿った展開で

はなく、実習校で使用されている問題集にもとづいて復習するような展開で授業を考えた。また、８時間

分を振り返るアンケートの結果をもとに、３時間目、５時間目、８時間目の授業について分析した。本実

践の単元である「ヒトのからだの調節 情報の伝達と体内環境の維持」は生徒自身の経験に結びつけや

すい学習内容であった。本実践では、生徒の経験を振り返ったり、生徒が参加するような演示実験を取り

入れたり、体に起こる反応について様々な方法で表現して説明させたりするなど、単元の特徴を生かして

生徒が自分との関係を意識できるような活動を取り入れることで、生徒の興味・関心を引き出すことが

できた。生徒は自分の生活や経験、既存の知識やイメージと学習内容が結びつくことで、より自分と生物

の関係を意識することができていた。また、学習内容について「健康」「予防」の観点で学習内容との結

びつきを考えた時に、生徒は学習内容に対して価値づけ・意味づけを行い、自分と生物の学習内容の関係

を意識し続ける学びにつなげることができていたのではないかと考えた。 

 

以上の実践から、生徒が学習内容を「自分ごと」と捉えるためには「（１）生徒が自発的に疑問をもつ

ような学び」「（２）生徒が自分の考えを変化させたり、深めたりする学び」「（３）自分と生物の関係を意

識し続ける学び」が重要な視点であるということが分かった。また普段の授業の中で「自分ごと」捉えさ

せるためには、生徒が意思決定を行うような活動や、疑問に思ったことについて記述する活動、教科書の

内容を広げるような資料の提示、学習内容の理解を深めるための話し合い、生徒が体を動かして実感でき

るような活動、自分の意見や考えを表現する活動など、様々な方法を用いて自分との関係性を感じること

ができるような授業を計画することができると分かった。さらに、「自分ごと」と考えるためには生徒の

生活や経験、既存の知識との関係を生徒自身が振り返ることができるような問いかけも大切であると考

えた。 
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4.2 課題 

 本研究の実践では、生徒の意見や疑問を記述する活動を授業で取り組んだが、それらを授業に反映さ

せることができなかった。第２章で示した、静岡県教育委員会が述べている「自分ごと」として考えるこ

とができた生徒の様子の中に、「・「個別最適な学び」と「協働的な学び」を繰り返しながら様々な考えに触

れ、自らの問いや考えを広げたり深めたりしている。」3)という生徒の姿が述べられていた。本実践では特

に問いについて、問いを広げたり深めたりするということを意識した活動ができなかった。そこで、生徒

が自分の問いを深め、学習する意味を見出して主体的に授業に取り組み続けるためには、生徒の疑問を生

かし、特に授業の導入の問いに反映させることができるのではないかと考えた。また、疑問を生かした授

業を行うことで子どもの視点に立って授業づくりを行うことができ、自分の問いを問いなおすきっかけ

となり、より学習内容を「自分ごと」としてとらえることができるのではないかと考えた。生徒が自分の

考えや問いをもつことの大切さについて本研究で実践して分析することができたが、生徒の疑問を授業

に反映させるための具体的な方策について検討する必要がある。 

第２章で示した「自分ごと」と捉えることができる授業展開（図 2-2）において、「生徒自身の経験や

知識を振り返り、考えや問いをもたせる」「教師、教材等から新たな情報を得る」「生徒同士の対話」「学

習前と後の自分の意見の比較」のような具体的な方策について、導入・展開・まとめの一つ一つで意識す

ることはできた。しかし、それらのつながりや流れを意識することができなかった。そのため、生徒が学

習内容を「自分ごと」と考えるためには、１時間分の授業の流れだけでなく、「学習する意味を見出す」

授業「生徒が自分の考えを変化させたり、深めたりする」授業、「自分と生物の関係を意識し続ける」授

業を単元の中に組み込み、単元全体を通して流れを意識した工夫する必要があると考えた。さらに、高等

学校生物の授業において、より具体的に単元の構想について吟味する必要がある。 
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